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はじめに：なぜ、今、「公共のための科学技術政策」が必要なのか 

「この論争は安全性に関するものではなく、どのような世界に生きたいと欲するかという、はるかに大

きな問題に関するものである。」（Select Committee on Science and Technology 2000） 

 

この一文は、英国で 1990年代末に過熱した遺伝

子組換え作物（GM）論争の教訓として英国政府が

まとめた報告書のものです。 

現代社会における科学技術政策は、社会の駆動

力としての科学技術のあり方を形成する重要な政

策となっています。一方で当然のことながらその

政策は、科学技術の研究者集団のための振興策に

尽きるものではありません。この点は、科学技術

政策を「社会及び公共のための政策」の一つと位

置づけた第 4 期科学技術基本計画（2011 年）にお

いても前提とされており、社会的課題に対応した

科学技術政策の形成が必要とされています。つま

り、これからの科学技術政策は「どのような世界

に生きたいと欲するか」という問いに答えるもの

でなければならないのです。 

また科学技術政策を進めるにあたっては、「客観

的証拠（エビデンス）」に基づいた「政策のための

科学」が整備されるべきであることは言うまでも

ありません。しかしそれと同時に、そのような「政

策のための科学」が、ともすれば客観的証拠を論

文引用数や経済指標など「定量化可能なデータ」

に限定した営みになることも私たちは懸念してい

ます。 

英国の GM論争の事例は、定量化可能なリスクに

基づく安全性の説得という政策的対応が、問題の

解決に至らなかったという反省を示しています。

決定的に欠落していた視点は、世の中の人々が、

科学技術や公共政策に何を期待し、何を懸念して

いるか、どのような世界に生きたいと欲している

のか、といった社会の期待と懸念を把握すること

であり、これは統計的世論調査のような定量的方

法だけで把握することは困難です。そのために必

要なのは、研究者コミュニティや産業界、政策立

案者のみならず、一般の市民も含めた多様な人々

や組織・集団が、直接・間接に議論し、熟慮を深

め、自ら期待と懸念を顕在化し共有していく参

加・関与・熟議のプロセスであると私たちは考え

ています。本拠点では、これを「科学技術への公

共的関与（public engagement）」と呼んでいます。 

大阪大学および京都大学の連携による本人材育

成拠点で重点を置くのは、「科学技術の倫理的・法

的・社会的課題（ELSI）」に関する研究を基盤とし

て公共的関与の活動と分析を行い、学問諸分野間

ならびに学問と政策・社会の間を“つなぐ”ことを通

じて政策形成に寄与できる人材、言い換えるなら

ば「科学技術への公共的関与」を促進する人材の

育成です。 

こうした公共的関与は、政策形成の初期の段階

（アジェンダ形成段階）を含む各段階で、一般市

民を含む多様なステークホルダーが参画・関与す

る公共的関与の活動と分析を行い、そこから社会

的課題（期待や懸念、問題）を発見・特定し、政

策や研究開発の立案・計画、テクノロジーアセス

メントや社会的な合意形成等に反映させていく必

要があります。そこで重要なのは、科学者・技術

者の側が何を問題とし何をしたいかのみならず、

社会の側が何を解決すべき問題と考え、科学技術

に何を期待し、何を懸念しているかを把握するこ

とです。 

そのためには、自分の専門分野の枠組みを超え

て、広く俯瞰的・多角的に科学技術と社会の諸問

題・課題を洞察・理解し、かつ公共的関与の活動

と分析を行えるような知識とセンス、実践的な能

力を備えた人材の育成が急務であると考えていま

す。 

STiPS代表 小林傳司（大阪大学）
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 公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS）について 

 

「公共圏における科学技術・教育研究拠点（Program for Education 

and Research on S
．
cience and T

．
echnology i

．
n P
．
ublic S

．
phere：STiPS）」

は、大阪大学および京都大学の連携による人材育成プログラムです。

文部科学省の科学技術イノベーション政策における「政策のための

科学」推進事業の一環として、2012 年 1 月に発足しました。なお、

同推進事業には 5 拠点が採択されており、有機的な拠点間連携を通

した人材の育成を目指しています。 

STiPS では、科学技術の倫理的・法的・社会的課題（ELSI）に関

する研究と教育を行い、政策形成に寄与できる「政策のための科学」

の人材育成を進めています。 

 

教育拠点としての STiPS 

STiPSでは、科学技術や公共政策に対する社会の期待と懸念を

把握するために、研究者コミュニティや産業界、政策立案者の

みならず、一般の市民も含めた多様な人々や組織が、直接・間

接に議論し、熟慮を深め、自ら期待と懸念を顕在化し共有して

いく参加・関与・熟議のプロセスが必要と考えています。 

こうした「科学技術への公共的関与（public engagement）」

に関する活動と教育を行うことにより、自分の専門分野の枠組みを超えて、多角的に科学技術と社会の

諸問題を理解し、学問と政策・社会の間を“つなぐ”ことを通じて政策形成に寄与できる人材の育成を目指

しています。 

 

研究拠点としての STiPS 

STiPSでは、政策形成における公共的関与の活動と分析をより効果的にするために、大阪大学と京都大

学の連携により、幅広く科学技術の研究現場の動向を踏まえつつ、科学技術の倫理的・法的・社会的課

題（ELSI）に関する研究を行います。また ELSIに関する研究を基盤として、テクノロジーアセスメント

などの公共的関与の活動と分析を行うことにより、公共的関与に関する理論的かつ実践的な能力を備え

た人材育成を進めています。 

 

実践拠点としての STiPS 

STiPSでは、大学の知と社会の知をつなぐ「社学連携」の実践と、そ

こに学生が主体的に関与することも含めた教育を実施します。大阪大

学・京都大学は、関西圏の経済界や地域行政との関わりも密接であり、

科学技術を通じた連携・交流が極めて盛んです。これに加えて、一般市

民や NGO/NPO など市民社会の公共的関与活動への参画を促進すること

により、地域社会のニーズや事情、課題をより的確に反映した科学技術

イノベーション政策や研究開発の立案・企画に貢献しています。 
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 公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS）について 

 

「公共圏における科学技術・教育研究拠点（Program for Education 

and Research on S
．
cience and T

．
echnology i

．
n P
．
ublic S

．
phere：STiPS）」

は、大阪大学および京都大学の連携による人材育成プログラムです。

文部科学省の科学技術イノベーション政策における「政策のための

科学」推進事業の一環として、2012 年 1 月に発足しました。なお、

同推進事業には 5 拠点が採択されており、有機的な拠点間連携を通

した人材の育成を目指しています。 

STiPS では、科学技術の倫理的・法的・社会的課題（ELSI）に関

する研究と教育を行い、政策形成に寄与できる「政策のための科学」

の人材育成を進めています。 

 

教育拠点としての STiPS 

STiPSでは、科学技術や公共政策に対する社会の期待と懸念を

把握するために、研究者コミュニティや産業界、政策立案者の

みならず、一般の市民も含めた多様な人々や組織が、直接・間

接に議論し、熟慮を深め、自ら期待と懸念を顕在化し共有して

いく参加・関与・熟議のプロセスが必要と考えています。 

こうした「科学技術への公共的関与（public engagement）」

に関する活動と教育を行うことにより、自分の専門分野の枠組みを超えて、多角的に科学技術と社会の

諸問題を理解し、学問と政策・社会の間を“つなぐ”ことを通じて政策形成に寄与できる人材の育成を目指

しています。 

 

研究拠点としての STiPS 

STiPSでは、政策形成における公共的関与の活動と分析をより効果的にするために、大阪大学と京都大

学の連携により、幅広く科学技術の研究現場の動向を踏まえつつ、科学技術の倫理的・法的・社会的課

題（ELSI）に関する研究を行います。また ELSIに関する研究を基盤として、テクノロジーアセスメント

などの公共的関与の活動と分析を行うことにより、公共的関与に関する理論的かつ実践的な能力を備え

た人材育成を進めています。 

 

実践拠点としての STiPS 

STiPSでは、大学の知と社会の知をつなぐ「社学連携」の実践と、そ

こに学生が主体的に関与することも含めた教育を実施します。大阪大

学・京都大学は、関西圏の経済界や地域行政との関わりも密接であり、

科学技術を通じた連携・交流が極めて盛んです。これに加えて、一般市

民や NGO/NPO など市民社会の公共的関与活動への参画を促進すること

により、地域社会のニーズや事情、課題をより的確に反映した科学技術

イノベーション政策や研究開発の立案・企画に貢献しています。 

大阪大学
小林 傳司 大阪大学 理事・副学長 科学哲学、科学技術社会論

山中 浩司 大阪大学大学院人間科学研究科 教授 科学社会学、医療社会史、医療社会学、技術社会学

加藤 和人 大阪大学大学院医学系研究科 教授 生命倫理、医学倫理、科学コミュニケーション論

瀬戸山 晃一 大阪大学大学院法学研究科・高等司法研究科 招聘教授 法と医療・生命倫理、法理学、法哲学、行動心理学的「法と経済学」

平川 秀幸 大阪大学COデザインセンター 教授 科学技術社会論

岸本 充生 大阪大学データビリティフロンティア機構 教授 リスク評価、社会経済分析

神里 達博 千葉大学国際教養学部 教授 科学史、科学技術社会論

八木 絵香 大阪大学COデザインセンター 准教授 科学技術社会論、ヒューマンファクター研究
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1. 教育プログラムの実施 

 
 大阪大学の取組 

大阪大学 大学院副専攻プログラム「公共圏における科学技術政策」・大学院等高度副プログラム「公

共圏における科学技術政策」概要 

STiPSでは、科学技術の倫理的・法的・社会的課題（ELSI）に関する研究と教育を行い、政策形成に寄

与できる「政策のための科学」の人材育成を進めています。大阪大学 COデザインセンター（2016年 6月

までは大阪大学コミュニケーションデザイン・センター）では STiPS の教育プログラムとして、2013 年

4月より「公共圏における科学技術政策」という大学院副専攻プログラムを提供しています。 

大学院副専攻プログラム制度は、大阪大学が 2011年度から始めたものです。これは、所属する研究科

（主専攻）と異なる視点、学際的な視点、俯瞰的な視点といった複眼的視野の涵養のため、教育目標に

沿って、主専攻に準ずるまとまりのある高度な専門的素養又は幅広い分野の素養を培うための大学院生

に特化したプログラムです。プログラムに定める修了の要件を満たすことで、副専攻プログラム修了認

定証が授与されます。副専攻プログラム「公共圏における科学技術政策」の修了には、必修科目 6 単位

および選択科目 8単位以上の計 14単位以上の修得が必要です。 

副専攻プログラム「公共圏における科学技術政策」は、「科学技術の倫理的・法的・社会的課題（ELSI）」

に関する研究を基盤として公共的関与の活動と分析を行い、学問諸分野間ならびに学問と政策・社会の

間を“つなぐ”ことを通じて政策形成に寄与できる人材、言い換えるならば「科学技術への公共的関与」

を促進する人材の育成を目指しています。自分の専門分野の枠組みを超えて、広く俯瞰的・多角的に科

学技術と社会の諸問題・課題を洞察・理解し、かつ公共的関与の活動と分析を行えるような知識とセン

ス、実践的な能力を学ぶためのプログラムを用意しています。 

キャリアパスとしては、主専攻の専門性を中心としつつ、さらに「政策のための科学」の素養を備え

た人材として、大学、研究機関、企業などに就職することが想定されます。また、地方及び国の行政、

政策秘書、シンクタンク、研究大学の研究戦略（research policy）担当者、様々なセクターのリスクコ

ミュニケーション人材としての活躍も期待されます。 

本副専攻プログラムは、全国 5 拠点（政策研究大学院大学、東京大学、一橋大学、大阪大学・京都大

学、九州大学）合同の合宿セミナーを始め、他の「政策のための科学」拠点と連携して進めています。

拠点間ネットワークを生かし、公共的関与や政策形成の現場とのつながりを、より一層強化できるよう

に努めています。 

また、以上の副専攻プログラムに加えて、同じく 2013年 4月より大学院等高度副プログラム「公共圏

における科学技術政策」も提供しています。大学院等高度副プログラム制度は、大阪大学が 2008年度か

ら始めたものです。これは、大学院生および 6 年制課程の学部 5、6 年次を対象に、幅広い分野の知識

と柔軟な思考能力を持つ人材など、社会において求められる人材の多様な要請に対応する取組として、

教育目標に沿って、一定のまとまりを有する授業科目により構成され、体系的に履修することができる

プログラムです。所定の単位を修得した学生には高度副プログラム修了認定証が授与されます。高度副

プログラム「公共圏における科学技術政策」プログラム修了には、必修科目 2 単位および選択科目 6 単

位以上の計 8 単位以上の修得が必要です。 
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1. 教育プログラムの実施 

 
 大阪大学の取組 

大阪大学 大学院副専攻プログラム「公共圏における科学技術政策」・大学院等高度副プログラム「公

共圏における科学技術政策」概要 

STiPSでは、科学技術の倫理的・法的・社会的課題（ELSI）に関する研究と教育を行い、政策形成に寄

与できる「政策のための科学」の人材育成を進めています。大阪大学 COデザインセンター（2016年 6月

までは大阪大学コミュニケーションデザイン・センター）では STiPS の教育プログラムとして、2013 年

4月より「公共圏における科学技術政策」という大学院副専攻プログラムを提供しています。 

大学院副専攻プログラム制度は、大阪大学が 2011年度から始めたものです。これは、所属する研究科

（主専攻）と異なる視点、学際的な視点、俯瞰的な視点といった複眼的視野の涵養のため、教育目標に

沿って、主専攻に準ずるまとまりのある高度な専門的素養又は幅広い分野の素養を培うための大学院生

に特化したプログラムです。プログラムに定める修了の要件を満たすことで、副専攻プログラム修了認

定証が授与されます。副専攻プログラム「公共圏における科学技術政策」の修了には、必修科目 6 単位

および選択科目 8単位以上の計 14単位以上の修得が必要です。 

副専攻プログラム「公共圏における科学技術政策」は、「科学技術の倫理的・法的・社会的課題（ELSI）」

に関する研究を基盤として公共的関与の活動と分析を行い、学問諸分野間ならびに学問と政策・社会の

間を“つなぐ”ことを通じて政策形成に寄与できる人材、言い換えるならば「科学技術への公共的関与」

を促進する人材の育成を目指しています。自分の専門分野の枠組みを超えて、広く俯瞰的・多角的に科

学技術と社会の諸問題・課題を洞察・理解し、かつ公共的関与の活動と分析を行えるような知識とセン

ス、実践的な能力を学ぶためのプログラムを用意しています。 

キャリアパスとしては、主専攻の専門性を中心としつつ、さらに「政策のための科学」の素養を備え

た人材として、大学、研究機関、企業などに就職することが想定されます。また、地方及び国の行政、

政策秘書、シンクタンク、研究大学の研究戦略（research policy）担当者、様々なセクターのリスクコ

ミュニケーション人材としての活躍も期待されます。 

本副専攻プログラムは、全国 5 拠点（政策研究大学院大学、東京大学、一橋大学、大阪大学・京都大

学、九州大学）合同の合宿セミナーを始め、他の「政策のための科学」拠点と連携して進めています。

拠点間ネットワークを生かし、公共的関与や政策形成の現場とのつながりを、より一層強化できるよう

に努めています。 

また、以上の副専攻プログラムに加えて、同じく 2013年 4月より大学院等高度副プログラム「公共圏

における科学技術政策」も提供しています。大学院等高度副プログラム制度は、大阪大学が 2008 年度か

ら始めたものです。これは、大学院生および 6 年制課程の学部 5、6 年次を対象に、幅広い分野の知識

と柔軟な思考能力を持つ人材など、社会において求められる人材の多様な要請に対応する取組として、

教育目標に沿って、一定のまとまりを有する授業科目により構成され、体系的に履修することができる

プログラムです。所定の単位を修得した学生には高度副プログラム修了認定証が授与されます。高度副

プログラム「公共圏における科学技術政策」プログラム修了には、必修科目 2 単位および選択科目 6 単

位以上の計 8 単位以上の修得が必要です。 
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図 副専攻／高度副プログラム「公共圏における科学技術政策」の科目 

  

主な
イシュー

科目

科学技術と
文化特講

特別講義
（インターネット
技術と法規制）

総合演習
（生命倫理
と法）

ライフ
サイエンスの
倫理と
公共政策学

特殊講義
（開発と環境）

環境法

ナノ
テクノロジー
社会受容
特論 A

ナノ
テクノロジー
社会受容
特論 B

サステナブル
システム
デザイン論

産業環境
マネジメント
論

グローバル
健康環境

特殊講義
（人事の経済
分析 1）

サステイ
ナビリティ
評価・
技術論

科学技術
移転論

公共政策Ⅰフィールド
調査法特講

社会における
科学技術
特定演習基軸

科目

入口 学ぶ 使う 出口
科学技術と
社会特論

（A, B）

科学技術
イノベーション
政策総合演習
全拠点合同
合宿

科学技術
コミュニ
ケーション
入門（A, B）

科学技術と
公共政策

（A, B）

科学史・
科学哲学
入門

科学技術
社会論
入門

特別講義
（Crossing Borders
in Higher Education
and Research）

（A, B）

科学技術
コミュニケー
ション演習
ディスカッシ
ョン型授業

研究
プロジェクト

科学技術
イノベーション
政策概論

（A, B）

など

2 2 2 2 2

1 2 2

1 2 22

2

2 22

22

2

2

2

22

2

22 2
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大阪大学 大学院副専攻プログラム・大学院等高度副プログラムの運営状況 

 

副専攻プログラム（修了要件 14単位以上）履修登録者数、修了者数など 

 

2017年度 在籍者数の合計：23人 

履修登録者数：8人（所属研究科内訳 文学研究科：1人、理学研究科：1人、医学系研究科：1人、

工学研究科：2人、基礎工学研究科：1人、生命機能研究科：2人） 

 

修了者数：6人（進路内訳 進学：1人、政府・公的研究機関：1人、民間企業：4人） 

＊副専攻プログラムの修了証は、学生が副専攻の 14 単位を修得し、さらに主専攻を修了した後に授与されます。そ

のため、14単位を修得したものの、主専攻を来年度以降に修了予定の学生数は含まれていません。 

 

参考資料：過去の履修登録者数、修了者数 

2013年度 

履修登録者数：15 人（所属研究科内訳 文学研究科：1 人、人間科学研究科：1 人、法学研究科：1

人、理学研究科：5 人、薬学研究科：1 人、工学研究科：2 人、基礎工学研究科：3 人、生命機能

研究科：1人） 

 

修了者数：2人（進路内訳 民間企業：2人） 

 

2014年度 

履修登録者数：11人（所属研究科内訳 人間科学研究科：1人、理学研究科：1 人、医学系研究科：

1人、工学研究科：3人、基礎工学研究科：1人、国際公共政策研究科：1人、生命機能研究科：3

人） 

 

修了者数：4人（進路内訳 政府・公的研究機関：2人、民間企業：2人） 

 

2015年度 

  履修登録者数：6人（所属研究科内訳 文学研究科：1人、理学研究科：3人、工学研究科：2人） 

 

  修了者数：4人（進路内訳 内部進学：1人、大学へ就職：1人、民間企業：2人） 

 

2016年度  

履修登録者数：12人（所属研究科内訳 文学研究科：2人、理学研究科：2人、医学系研究科：1人、

工研究科学：4人、基礎工学研究科：2人、国際公共政策研究科：1人） 

 

修了者数：6人（進路内訳 大学へ就職：2人、政府・公的研究機関へ就職：1人、民間企業：2人、

不明：1人）  
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大阪大学 大学院副専攻プログラム・大学院等高度副プログラムの運営状況 

 

副専攻プログラム（修了要件 14単位以上）履修登録者数、修了者数など 

 

2017年度 在籍者数の合計：23人 

履修登録者数：8人（所属研究科内訳 文学研究科：1人、理学研究科：1人、医学系研究科：1人、

工学研究科：2人、基礎工学研究科：1人、生命機能研究科：2人） 

 

修了者数：6人（進路内訳 進学：1人、政府・公的研究機関：1人、民間企業：4人） 

＊副専攻プログラムの修了証は、学生が副専攻の 14 単位を修得し、さらに主専攻を修了した後に授与されます。そ

のため、14単位を修得したものの、主専攻を来年度以降に修了予定の学生数は含まれていません。 

 

参考資料：過去の履修登録者数、修了者数 

2013年度 

履修登録者数：15 人（所属研究科内訳 文学研究科：1 人、人間科学研究科：1 人、法学研究科：1

人、理学研究科：5 人、薬学研究科：1 人、工学研究科：2 人、基礎工学研究科：3 人、生命機能

研究科：1人） 

 

修了者数：2人（進路内訳 民間企業：2人） 

 

2014年度 

履修登録者数：11人（所属研究科内訳 人間科学研究科：1人、理学研究科：1 人、医学系研究科：

1人、工学研究科：3人、基礎工学研究科：1人、国際公共政策研究科：1人、生命機能研究科：3

人） 

 

修了者数：4人（進路内訳 政府・公的研究機関：2人、民間企業：2人） 

 

2015年度 

  履修登録者数：6人（所属研究科内訳 文学研究科：1人、理学研究科：3人、工学研究科：2人） 

 

  修了者数：4人（進路内訳 内部進学：1人、大学へ就職：1人、民間企業：2人） 

 

2016年度  

履修登録者数：12人（所属研究科内訳 文学研究科：2人、理学研究科：2人、医学系研究科：1人、

工研究科学：4人、基礎工学研究科：2人、国際公共政策研究科：1人） 

 

修了者数：6人（進路内訳 大学へ就職：2人、政府・公的研究機関へ就職：1人、民間企業：2人、

不明：1人）  
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高度副プログラム（修了要件 8単位以上）履修登録者数、修了者数など 

 

2017年度 在籍者数の合計：8人 

履修登録者数：7人（所属研究科内訳 理学研究科：2人、医学系研究科：1人、工学研究科：2人、

基礎工学研究科：1人、国際公共政策研究科：1人） 

 

修了者数：8人（進路内訳 民間企業：4人、不明：4人） 

＊高度副プログラムの修了証は、学生が高度副の 8単位を取得し、さらに主専攻を修了した後に授与されます。その

ため、8単位を取得したものの、主専攻を来年度以降に修了予定の学生数は含まれていません。 

 

参考資料：過去の履修登録者数、修了者数 

2013年度 

履修登録者数：8人（所属研究科内訳 人間科学研究科：1人、理学研究科：2人、医学系研究科：3

人、国際公共政策研究科：1人、生命機能研究科：1人） 

 

修了者数：0人 

 

2014年度 

履修登録者数：12 人（所属研究科内訳 人間科学研究科：1 人、理学研究科：1 人、工学研究科：4

人、基礎工学研究科：3人、国際公共政策研究科：2人、生命機能研究科：1人） 

 

修了者数：3人 

 

2015年度 

履修登録者数：10人（所属研究科内訳 文学研究科：1人、理学研究科：2人、医学系研究科：1人、

工学研究科：3人、基礎工学研究科：1人、国際公共政策研究科：1人、生命機能研究科：1人） 

 

修了者数：5人 

 

2016年度  

履修登録者数：9 人（所属研究科内訳 人間科学研究科：1 人、法学研究科：1 人、理学研究科：2

人、工学研究科：1人、基礎工学研究科：2人、生命機能研究科：1人、情報科学研究科：1人） 

 

修了者数：8人 
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大阪大学 副専攻プログラム（修了要件 14単位以上） 開講科目一覧（2017年度） 

 

 

  

Table̲Lectures.xlsx・副専攻

開講部局（課程） 授業科目名 主担当教員 単位 学期
COデザインセンター（院） 科学技術イノベーション政策概論A 平川 秀幸、他 1 春
COデザインセンター（院） 科学技術イノベーション政策概論B 平川 秀幸、他 1 夏
COデザインセンター（院） 科学技術コミュニケーション演習 八木 絵香、他 2 集中（夏）
COデザインセンター（院） 研究プロジェクト 平川 秀幸、他 2 通年
COデザインセンター（院） 科学技術コミュニケーション入門A 八木 絵香、他 1 春（豊中）、秋（吹田）
COデザインセンター（院） 科学技術コミュニケーション入門B 八木 絵香、他 1 夏（豊中）、冬（吹田）
COデザインセンター（院） 科学史・科学哲学入門 平川 秀幸、他 1 春
COデザインセンター（院） 科学技術社会論入門 平川 秀幸、他 1 夏
COデザインセンター（院） 科学技術と公共政策A 渡邉 浩崇 1 秋
COデザインセンター（院） 科学技術と公共政策B 渡邉 浩崇 1 冬
人間科学研究科（博士前期） フィールド調査法特講 2 不開講
人間科学研究科（博士前期） 社会における科学技術特定演習 2 不開講
工学研究科（博士前期） サステイナビリティ評価・技術論 東海 明宏、他 2 春〜夏
基礎工学研究科（博士前期） 科学技術移転論 草部 浩一 2 秋〜冬
国際公共政策研究科（博士前期） 公共政策Ⅰ 中嶋 啓雄 2 秋〜冬
COデザインセンター（院） 科学技術イノベーション政策総合演習 平川 秀幸、他 2 集中（夏）
COデザインセンター（院） 科学技術と社会特論A 平川 秀幸、他 1 秋
COデザインセンター（院） 科学技術と社会特論B 平川 秀幸、他 1 冬
COデザインセンター（院） 特別講義A（Crossing Borders in Higher Education and Research A） 工藤 充 1 秋
COデザインセンター（院） 特別講義B（Crossing Borders in Higher Education and Research B） 工藤 充 1 冬
人間科学研究科（博士前期） 科学技術と文化特講 森田 敦郎 2 秋〜冬
法学部 特別講義（インターネット技術と法規制） 養老 真一、他 2 秋〜冬

法学研究科（博士前期） 総合演習（生命倫理と法） 瀬⼾⼭ 晃一 2 秋〜冬

法学研究科（博士後期） 特定研究（生命倫理と法） 瀬⼾⼭ 晃一 2 秋〜冬
医学系研究科（博士前期） ライフサイエンスの倫理と公共政策学 加藤 和人、他 2 集中（夏）
工学研究科（博士前期） 産業環境マネジメント論 東海 明宏 2 春〜夏

工学研究科（博士前期） サステナブルシステムデザイン論 小林 英樹 2 春〜夏

基礎工学研究科（博士前期）
（ナノサイエンスデザイン教育研究センター提供）

ナノテクノロジー社会受容特論A 2 不開講

基礎工学研究科（博士前期）
（ナノサイエンスデザイン教育研究センター提供）

ナノテクノロジー社会受容特論B 伊藤 正 2 集中（春〜夏）

国際公共政策研究科（博士前期） 環境法 松本 充郎 2 春〜夏
国際公共政策研究科（博士後期） 特殊研究（環境法） 松本 充郎 2 春〜夏
国際公共政策研究科（博士前期） 特殊講義（開発と環境） 大槻 恒裕 2 秋〜冬
国際公共政策研究科（博士後期） 特殊研究（開発と環境） 大槻 恒裕 2 秋〜冬
国際公共政策研究科（博士前期） 特殊講義（人事の経済分析1） 2 不開講
国際公共政策研究科（博士後期） プロジェクト演習（人事の経済分析3） 2 不開講
グローバルイニシアティブ・センター（院） グローバル健康環境 2 不開講

科目カテゴリー
入門必修科目（2単位）

必修科目（2単位）
連携必修科目（2単位）

選択科目：
8単位以上
（選択科目Ⅰおよ
びⅡから、それぞ
れ2単位以上を履
修）

選択科目Ⅰ：
基軸科目群

選択科目Ⅱ：
イシュー科目群

10



 

 

9 
 

大阪大学 副専攻プログラム（修了要件 14単位以上） 開講科目一覧（2017年度） 
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大阪大学 高度副プログラム（修了要件 8単位以上） 開講科目一覧（2017年度） 

 

 

  

Table̲Lectures.xlsx・⾼度副

開講部局（課程） 授業科目名 主担当教員 単位 学期
COデザインセンター（院） 科学技術イノベーション政策概論A 平川 秀幸、他 1 春
COデザインセンター（院） 科学技術イノベーション政策概論B 平川 秀幸、他 1 夏
COデザインセンター（院） 科学技術コミュニケーション演習 八木 絵香、他 2 集中（夏）
COデザインセンター（院） 科学技術コミュニケーション入門A 八木 絵香、他 1 春（豊中）、秋（吹田）
COデザインセンター（院） 科学技術コミュニケーション入門B 八木 絵香、他 1 夏（豊中）、冬（吹田）
COデザインセンター（院） 科学史・科学哲学入門 平川 秀幸、他 1 春
COデザインセンター（院） 科学技術社会論入門 平川 秀幸、他 1 夏
COデザインセンター（院） 科学技術と公共政策A 渡邉 浩崇 1 秋
COデザインセンター（院） 科学技術と公共政策B 渡邉 浩崇 1 冬
人間科学研究科（博士前期） フィールド調査法特講 2 不開講
人間科学研究科（博士前期） 社会における科学技術特定演習 2 不開講
工学研究科（博士前期） サステイナビリティ評価・技術論 東海 明宏、他 2 春〜夏
基礎工学研究科（博士前期） 科学技術移転論 草部 浩一 2 秋〜冬
国際公共政策研究科（博士前期） 公共政策Ⅰ 中嶋 啓雄 2 秋〜冬
COデザインセンター（院） 科学技術と社会特論A 平川 秀幸、他 1 秋
COデザインセンター（院） 科学技術と社会特論B 平川 秀幸、他 1 冬
COデザインセンター（院） 特別講義A（Crossing Borders in Higher Education and Research A） 工藤 充 1 秋
COデザインセンター（院） 特別講義B（Crossing Borders in Higher Education and Research B） 工藤 充 1 冬

人間科学研究科（博士前期） 科学技術と文化特講 森田 敦郎 2 秋〜冬

法学部 特別講義（インターネット技術と法規制） 養老 真一、他 2 秋〜冬

法学研究科（博士前期） 総合演習（生命倫理と法） 瀬⼾⼭ 晃一 2 秋〜冬

法学研究科（博士後期） 特定研究（生命倫理と法） 瀬⼾⼭ 晃一 2 秋〜冬
医学系研究科（博士前期） ライフサイエンスの倫理と公共政策学 加藤 和人、他 2 集中（春〜夏）
工学研究科（博士前期） 産業環境マネジメント論 東海 明宏 2 春〜夏

工学研究科（博士前期） サステナブルシステムデザイン論 小林 英樹 2 春〜夏

基礎工学研究科（博士前期）
（ナノサイエンスデザイン教育研究センター提供）

ナノテクノロジー社会受容特論A 2 不開講

基礎工学研究科（博士前期）
（ナノサイエンスデザイン教育研究センター提供）

ナノテクノロジー社会受容特論B 伊藤 正 2 集中（夏）

国際公共政策研究科（博士前期） 環境法 松本 充郎 2 春〜夏
国際公共政策研究科（博士後期） 特殊研究（環境法） 松本 充郎 2 春〜夏
国際公共政策研究科（博士前期） 特殊講義（開発と環境） 大槻 恒裕 2 秋〜冬
国際公共政策研究科（博士後期） 特殊研究（開発と環境） 大槻 恒裕 2 秋〜冬
国際公共政策研究科（博士前期） 特殊講義（人事の経済分析1） 2 不開講
国際公共政策研究科（博士後期） プロジェクト演習（人事の経済分析3） 2 不開講
グローバルイニシアティブ・センター（院） グローバル健康環境 2 不開講

科目カテゴリー
必修科目（2単位）

選択科目：6単位以上
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 大阪大学 特色ある授業 

「科学技術イノベーション政策概論（A, B）」（春・夏学期 隔週水曜 5・6限） 

本科目では、毎回、各界で活躍するフロントランナーをゲストとして招き、科学技術イノベーション

が、社会にとってより良いものとして展開していくための諸条件について、講義とディスカッションを

通じて立体的に学んでいます。 

2017年度は、以下のような内容で行いました（ゲストの所属や肩書きは実施当時のもの）。なお、2017

年 7月 7日は、連携拠点である京都大学の川上浩司教授、小山田耕二教授が講師でした。 

 

「科学技術イノベーション政策概論 A」 

第 1回（2017年 4月 12日） 小林 傳司（大阪大学 理事・副学長）   

 社会的合意形成？ 〜リスクコミュニケーションの在り方〜 

第 2・3回（2017年 4月 26 日） 小林 俊哉（九州大学 准教授） 

 科学技術政策論 −「社会のための科学」という観点− 

第 4・5回（2017年 5月 10 日） 岸本 充生（大阪大学 教授） 

 レギュラトリーサイエンス論  

第 6・7回（2017年 5月 24 日） 城山 英明（東京大学 教授） 

 科学技術ガバナンス  

第 8回（2017年 5月 31日） 平川 秀幸（大阪大学 教授）  

 まとめ  

 

「科学技術イノベーション政策概論 B」 

第 1回（2017年 6月 14日） 平川 秀幸（大阪大学 教授）  

 ガイダンス  

第 2・3回（2017年 6月 21 日→8月 10日*）青島 矢一（一橋大学 教授）  

 企業によるイノベーションの促進  

第 4回（2017年 7月 7日） 川上 浩司（京都大学 教授） 

 健康福祉政策と情報の利活用 

第 5回（2017年 7月 7日） 小山田 耕二（京都大学 教授） 

 ユニバーサルデザイン論  

第 6回（2017年 7月 19日） 調 麻佐志（東京工業大学 教授）  

 世界大学ランキングを巡って 

第 7回（2017年 7月 19日） 標葉 隆馬（成城大学 専任講師）  

 科学技術政策と研究評価 

第 8回（2017年 7月 26日） 平川 秀幸（大阪大学 教授）  

 まとめ 

 

*当初、6月 21 日に予定されていた講義が悪天候のためキャンセルになりました。予定されていた講義の

内容は、8月 10日に振り替えて実施しました。 
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「科学技術と社会特論（A, B）」（秋・冬学期 隔週水曜 5・6限） 

本科目は、科学技術の進展や社会の状況と、受講生の関心・ニーズを踏まえ、毎年、具体的な科学技

術の問題をテーマにした「ホットイシュー科目」です。現代社会における科学技術は、多大な恩恵をも

たらすとともに、環境や人間の健康に対するリスクや倫理的問題などをめぐって、しばしば社会的な論

争の的になります。こうした科学技術をめぐる社会的対立の複雑なあり方を理解することは、科学技術

イノベーション政策の立案や研究開発、社会の多様な立場をつなぐコミュニケーション実践を進めるう

えで欠かせません。そのために本科目では、現在、社会的な論争が生じている科学技術の問題（ホット

イシュー）を二つ取り上げ、それぞれについて「賛成派」「反対派」といった対立する立場の二人の論客

を講師として招き、講義を受けたうえで、受講生および担当教員の間で討論を行っています。 

 

2017年度は、以下のような内容で行いました（ゲストの所属や肩書きは実施当時のもの）。 

 

「科学技術と社会特論 A」 

テーマ：東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故による避難者とその賠償をめぐる問題 

第 1・2回（2017年 10月 4日） 平川 秀幸（大阪大学 教授）  

 ガイダンス 

第 3・4回（2017年 10月 18日） 山下 恭範（文部科学省 次長） 

 福島原発事故における避難・賠償・復興の現状と課題—政府における取

組（他人ゴト）と一役人（自分ゴト）の視点から— 

第 5・6回（2017年 11月 15日） 除本 理史（大阪市立大学 教授） 

 福島原発事故被害者の権利回復  

第 7・8回（2017年 11月 22日） 平川 秀幸（大阪大学 教授） 

 総合討論 

 

「科学技術と社会特論 B」 

テーマ：大学におけるデュアルユース（軍民両用）研究の是非をどう考えたらよいか 

第 1・2回（2017年 11月 29日） 平川 秀幸（大阪大学 教授）  

 ガイダンス 

第 3・4回（2017年 12月 20日） 杉山 滋郎（北海道大学 名誉教授） 

 デュアルユース問題を考える 

第 5・6回（2018年 1月 24 日） 西山 淳一（公益財団法人未来工学研究所 研究参与）   

 防衛技術とデュアルユース 

第 7・8回（2018年 1月 31 日） 平川 秀幸（大阪大学 教授）  

 総合討論 
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「科学技術コミュニケーション演習」（集中講義（夏）） 

 研究の細分化により生じている専門家間のコミュニケーションの困難さを実感すると同時に、異なる

専門知識や背景を持つ人々とのコミュニケーションの作法を獲得することを目的として実施している集

中講義です。3日間、一つのテーマについて、じっくりと議論を重ねます。講義のテーマは例年、現在進

行形の科学技術に関する社会的な課題を選んでいます。2017 年度のテーマは「高レベル放射性廃棄物の

地層処分」。「この先、仮に現状の国策通りに進展するとした場合、具体的な地域の選定はどのように進

めるべきか（もしくは、というより本質的には、そもそも論として現状の政策にどのような課題があり

どう転換すべきか）」でした。 

 

 3 日間のスケジュールは次の通りで、グループワークを中心に進めました。 

1日目 

 ガイダンス・自己紹介 

 テーマに関する背景情報の共有（講義） 

 グループワーク 1：専門家への質問の作成 

 専門家とのディスカッション 

 

 専門家としてお越しいただいたのは、経済産業省関連のワーキンググ

ループ（総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会 原子力小委

員会 放射性廃棄物ワーキンググループ）のメンバーでもある、吉田英一

氏（名古屋大学 教授）と寿楽浩太氏（東京電機大学 准教授）でした。 

 

2日目 

 グループワーク 2：前提条件の整理 

 中間報告 

 グループワーク 3：議論の焦点を絞る 

 

3日目 

 グループワーク 4：発表準備 

 発表 

 ゲストからの講評 

 

 授業レポートは、大阪大学 CO デザインセンターのウェブサイトにも掲載されています。 

http://www.cscd.osaka-u.ac.jp/co/2018/000395.php 
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http://www.cscd.osaka-u.ac.jp/co/2018/000395.php 

 

 

  

 

 

14 
 

 京都大学の取組 

京都大学 学際融合教育研究推進センター 「政策のための科学ユニット」概要 

「さまざまな分野を“つなぐ”人材」の育成 

人類の持続的発展への願望を実現するために科学技術の発展に寄せられる社会の期待は、世界的規模

で急速に高まっています。こうした社会の科学技術への期待の高まりは科学の知見の蓄積とそれを技術

開発に結びつける創造力の結実が生み出した成果であるといっても過言ではありません。しかし一方で、

このような科学技術の進歩が、グローバルな社会環境を生みだすとともに、人類の持続的発展に向けて

我々が解決すべき課題を多様化・複雑化させています。このような社会的課題の解決には、研究者自身

が解決すべき社会の課題を発見し解決するための研究を進め、その科学技術の成果を社会に実装し、社

会システムの改革を含めて新しい社会的価値の創造をもたらすイノベーションを生起させることが必要

です。 

このような問題意識は我が国に限ったことではなく、現在世界各国がイノベーションによる経済社会

の発展を目指して活発な取組を行っています。我が国がこのようなグローバルな世界で、持続的に発展

していくためには、現代社会の解決すべき課題の多様性と複雑性に対応しつつ、資源や人材を有効に活

用し国際競争力を高めていくことが不可欠です。 

「政策のための科学」の扱うべき領域は、科学技術イノベーションに対する理解に加え、政策及びそ

の形成過程、政策と自然・社会との相互作用といった、自然科学及び人文社会科学の諸科学分野に跨る

ものです。そしてまた、そこで得られた知見が実際の政策形成とその実施に寄与することが求められて

います。したがって、ここで育成される人材には、多様な学問分野の知見を総合し、社会的課題を的確

に捉え、多様な利害関係者と協力しつつ政策形成・実施していくという合意形成の能力も求められます。 

研究においては、政策を実施すべき各分野において、何を仮説として設定するのか、また、複数の異

なる領域、価値観から、どのように優先順位をつけて予算配分をするのかといった問題が重要な課題で

す（図 1）。 

 

 

図 1 さまざまな領域からの政策決定の概念図 
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定量的なエビデンスは、実世界における各種のデータを可視化し、そこから様々な手法で解析評価を

する手法の深化が重要となります。実世界のデータからエビデンスへ、エビデンスから政策へ、そして

政策を実施したのちにそれを評価していくというサイクルが形成されていくことになります（図 2）。 

 

図 2 エビデンスベースの政策決定の概念図 

 

政策のための科学プログラムでは、大阪大学と京都大学の連携により、幅広く科学技術の研究現場の

動向を踏まえつつ、科学技術の倫理的・法的・社会的課題（ELSI）に関する研究を基盤として、テクノ

ロジーアセスメントなどの公共的関与の活動と分析を行うことにより、その分野と他分野・他業種・市

民等をつなぐ人材育成を行います。育成された人材は、我が国の科学技術イノベーション政策の将来を

担う人材として、多様なキャリアパスの中で、社会を先導できる人材となることが期待されています。

修了後のキャリアパスとしては、各種研究職、行政職、政策秘書、シンクタンク職員、大学の研究戦略

担当、リスクコミュニケーション人材などを想定しています。 
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京都大学 「政策のための科学ユニット」運営状況 

 

研究科横断型教育プログラム（修了要件 14単位以上） 

 

2017年度 在籍者数の合計：17 人 

履修者数：9 人（所属研究科内訳 人間・環境学研究科：2 人、医学研究科：4 人、農学研究科：3

人） 

 

修了者数：6人（進路内訳 公務員：1人、民間企業：4人、博士課程進学：1人） 

＊研究科横断型教育プログラムの修了証は、学生が副専攻の 14単位を修得すれば、主専攻の修了前でも授与されま

す。この点は大阪大学と京都大学で異なります。 

 

参考資料：過去の履修者数、修了者数 

2013年度 

履修者数：7 人（所属研究科内訳 医学研究科：3 人、経営管理大学院：1 人、工学研究科：1 人、

農学研究科：1人、人間・環境学研究科：1人） 

 

2014年度 

履修者数：7 人（所属研究科内訳 人間・環境学研究科：2 人、医学研究科：2 人、農学研究科：2

人、薬学研究科：1人） 

 

修了者数：7人（進路内訳 政府・公的研究機関：2人、民間企業：2人、博士課程在学中：3人） 

 

2015年度 

履修者数：6 人（所属研究科内訳 人間・環境学研究科：1 人、医学研究科：1 人、農学研究科：1

人、公共政策大学院：3人） 

 

修了者数：5人（進路内訳 大学：1人、民間企業：2人、博士課程進学：2人） 

 

2016年度  

履修者数：8 人（所属研究科内訳 人間・環境学研究科：3 人、医学研究科：2 人、文学研究科：2

人、理学研究科：1人） 

 

修了者数：6人（進路内訳 公務員：3人、民間企業：2人、博士課程在学中：1人） 
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京都大学 研究科横断型教育プログラム（修了要件 14 単位以上） 開講科目一覧（2017 年度） 

 

 
区分 科目名 

期間 
主担当教員（研究科） 単位 

前期 後期 

入門必修科目 現代社会と科学技術   ○ 川上 浩司（医学研究科）、他 2 

必修科目 科学技術イノベーション政策特別
演習 

夏期集中 川上 浩司（医学研究科）、他 2 

連携必修科目 研究プロジェクト 通年 川上 浩司（医学研究科）、他 2 

選
択
科
目(

８
単
位
以
上) 

選
択
科
目
Ⅰ
：
基
軸
科
目
群(

１
科
目
以
上
選
択) 

現代社会と科学技術入門 ○   川上 浩司（医学研究科）、他 1 

科学技術イノベーション政策総合
演習 夏期集中 川上 浩司（医学研究科）、他 2 

情報リテラシー基礎Ⅰ ○   
小山田 耕二（学術情報メディ
アセンター） 2 

医薬政策・行政   ○ 川上 浩司（医学研究科） 1 

問題解決思考   ○ 末松 千尋（経営管理大学院） 2 

疫学 I（疫学入門） ○   中山 建夫（医学研究科） 2 

公共政策論Ⅰ   ○ 佐野 亘（人間・環境学研究科） 2 

科学技術と社会に関わるクリティ
カルシンキング  

○  伊勢田 哲治（文学研究科） 2 

選
択
科
目
Ⅱ
：
イ
シ
ュ
ー
科
目
群(

１
科
目
以
上
選
択) 

可視化シミュレーション学   ○ 小山田耕二（学術情報メディア
センター） 

2 

医薬品の開発と評価   ○ 川上 浩司（医学研究科） 1 

京都学のための科学 ○  小山田耕二（学術情報メディア
センター） 

2 

応用経済学   ○ 依田 高典（経済学研究科） 2 

政策のための研究方法論 ◯  
 

カール・ベッカー（学際融合教
育研究推進センター） 

2 

医療政策の ELSI  ◯ 
カール・ベッカー（学際融合教
育研究推進センター） 2 

健康情報学Ⅰ   ○ 中山 建夫（医学研究科） 2 

文献評価法 ○   中山 建夫（医学研究科） 1 

技術者倫理と技術経営 ○   椹木 哲夫（工学研究科）、他 2 

医療経済学 A ○   後藤 励（白眉センター） 2 

共生社会環境論演習３Ｂ   ○ 佐野 亘（人間・環境学研究科） 2 

まちづくりとまち経営   ○ 御手洗 潤（経営管理大学院） 2 

18
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 京都大学 特色ある授業 

「現代社会と科学技術入門」（前期 木曜 1限）、「現代社会と科学技術」（後期 木曜 2限） 

 本 2 科目は、各回に様々な関連トピックを取り上げて、学内外からの講師による話題提供と、それに

基づいた学生間のディスカッションを行い、科学の多様性と社会、政策を考えるための端緒としていま

す。2013年度から 2017 年度にかけて、「現代社会と科学技術入門」では、医薬政策、大学における学問、

科学的手法、防災と情報通信、リスクコミュニケーション、計量書誌学、疫学とゲノム科学、医療技術

が起こす倫理問題、科学技術の社会への実装などをテーマとしました。「現代社会と科学技術」では、意

思決定と不確実性、データの可視化、ライフサイエンス研究の倫理とガバナンス、政策としての生命倫

理、大学の基礎研究と企業連携、宇宙政策、技術の質の評価、医療技術評価、食品のリスクアナライシ

スとレギュラトリーサイエンス、幹細胞とイノベーション、科学技術と社会、移植医療などをテーマと

しました。 

 2014 年度からは、レポートには教員からのコメントを付けて学生にフィードバックしています。2013

年度はレポートを提出するのみでしたが、積極的な学生が多く自分のレポートに対するコメントを求め

ていたので、各テーマを担当した教員がレポートに添えて学生にフィードバックするようにしました。 

 2017 年度の「現代社会と科学技術入門」と「現代社会と科学技術」は各回下記のテーマに従って話題

提供と学生同士によるディスカッションを行いました。 

「現代社会と科学技術入門」 

第 1回（2017年 5月 11日） 小山田 耕二（京都大学 教授） 

 科学的方法について 

第 2回（2017年 5月 18日）  川上 浩司（京都大学 教授） 

 健康福祉政策と情報の利活用 

第 3回（2017年 5月 25日）  宮野 公樹（京都大学 准教授） 

 大学における学問とは?分野融合・越境のダイナミクス 

第 4回（2017年 6月 1日）  カール・ベッカー（京都大学 特任教授） 

 現代の医療技術が起こす倫理問題とその政策 

第 5回（2017年 6月 8日）   中山 建夫（京都大学 教授） 

 疫学とゲノム科学から社会基盤を考える 

第 6回（2017年 6月 15日）  カール・ベッカー（京都大学 特任教授） 

 研究の進め方 

第 7回（2017年 6月 22日）  小嶋 大造（京都大学 特定准教授） 

 政策形成とエビデンス ―金融政策を事例に― 

第 8回（2017年 6月 29日）  田渕 敬一（京都大学 准教授） 

 社会と科学の関わり方 ―とある研究不正問題を事例に― 

第 9回（2017年 7月 6日）   宮野 公樹（京都大学 准教授） 

 振り返りワークショップ 

第 10回（2017年 7月 13日）  全教員 

 研究の進捗確認 
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「現代社会と科学技術」 

第 1回（2017年 10月 5日）  カール・ベッカー（京都大学 特任教授） 

 政策のための科学：合意形成へ 

第 2回（2017年 10月 12日）  小山田 耕二（京都大学 教授） 

 データ可視化と政策立案 

第 3回（2017年 10月 19日）  佐野 亘（京都大学 教授） 

 現代民主主義のもとでの政策決定 

第 4回（2017年 10月 26日）  平川 秀幸（大阪大学 教授） 

 トランス・サイエンスと Participatory Technology Assessment 

第 5回（2017年 11月 2日）  加藤 和人（大阪大学 教授） 

 ライフサイエンス研究の倫理とガバナンス 

第 6回（2017年 11月 9日）  宮川 恒（京都大学 教授） 

 食品のリスクアナライシスとレギュラトリーサイエンス 

第 7回（2017年 11月 16日）  全教員 

 研究の進捗確認 

第 8回（2017年 11月 30日）  関根 仁博（京都大学 特定准教授） 

 最先端大型研究施設の整備 

第 9回（2017年 12月 7日）  依田 高典（京都大学 教授） 

 「政策のための科学」の計量書誌学データ分析 

第 10回（2017年 12 月 14 日）  後藤 励（慶應義塾大学 准教授） 

 医療費の増加と医療技術評価 

第 11回（2017年 12 月 21 日）  富田 直秀（京都大学 教授） 

 技術の質の評価 

第 12回（2018年 1月 11日）  伊勢田 哲治（京都大学 准教授） 

 クリティカルシンキングの観点からみた科学技術と社会 

第 13回（2018年 1月 18日）  末松 千尋（京都大学 教授） 

 トランザクション・コストと経済政策 

第 14回（2018年 1月 25日）  瓜生原 葉子（同志社大学 准教授） 

 移植医療の社会的価値 

第 15回（2018年 2月 1日）  宮野 公樹（京都大学 准教授） 

 振り返りワークショップ 
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第 15回（2018年 2月 1日）  宮野 公樹（京都大学 准教授） 

 振り返りワークショップ 
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 合同講義 

「科学技術イノベーション政策総合演習」（夏期集中） 

 本科目は、科学技術イノベーション政策における「政策のための科学」基盤的研究・人材育成拠点（政

策研究大学院大学、東京大学、一橋大学、大阪大学・京都大学、九州大学）の拠点間共同プログラムの

一つであるサマーキャンプを活用したものです。このサマーキャンプでは、ゲスト講師による講義とと

もに、共同で問題分析や政策提言等を行うグループワークに取り組みます。大阪大学ではこのサマーキ

ャンプを科目として単位認定するため、学生に対する事前ワークショップを実施した上で、サマーキャ

ンプに参加するようにしました。この事前ワークショップは、京都大学と一緒に実施しています。 

 

 2017 年度は、8月 9日に事前ワークショップを大阪大学・京都大学合同で行いました。2016年度に引

き続き、事前ワークショップの講師は、アトリエ・カプリスの岩田直樹さんと岩田花奈さんにお願いを

しました。サマーキャンプ本番で、よりよい対話ができるようになること、また、多様な視点、多層的

な課題の捉え方ができるようになることを目指して行なっている事前ワークショップ。対話の場で話し

合いの環境を整える力、その場を読み解く力を向上させることをねらったプログラムを実施しました。 

 午前中は、主に丁寧なチーム作りを行いました。まずは、チームで相談をして、話しやすい空間づく

り。そして、自己紹介ツールを使ったチーム内の自己紹介を行いました。 
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 午後は、議論の組み立て方を学ぶ時間。「議論チーム」と「観察チーム」に分かれ、交互に議論と観察

を行って、議論の流れを俯瞰するという体験をしました。 

 

  

 

 

 その後、8月 20日からのサマーキャンプに参加しました。8月 20日から 22日にかけてのサマーキャ

ンプは、政策研究大学院大学で開催され、大阪大学からは学生 5人と教職員 5人が、京都大学からは学

生 6人と教職員 3人が参加しました。 

 

  

 

 サマーキャンプのプログラムに関しては、「拠点間共同プログラムへの参画（本冊子 39ページ以降）」

で詳しくご紹介しています。 
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「研究プロジェクト」（通年） 

本科目では、副専攻プログラムの総仕上げとして、公共的視点から科学技術と政策や社会とを「つな

ぐ」活動や成果物の作成を行うことにより、自らの専攻分野を生かしつつ、プログラムで学んだ知識や

スキルを活用する能力を獲得します。具体的には、科学技術イノベーション政策に関連するトピックと

方法論を用いて、「政策のための科学」に関連する個人研究もしくは共同研究のプロジェクトを実施し、

学術研究論文あるいはそれに準ずるもの（日英可）を作成します。 

授業では、そのための基礎文献の輪読や論文の書き方の指導をゼミ形式で行うとともに、進捗報告や

発表の練習を行います。加えて、それぞれの研究テーマや進捗に合わせ、複数の担当教員による個別指

導を行い、最後に、その論文の口頭発表会を実施しました。2017 年度の合同発表会は、2017 年 12 月 9

日に京都大学楽友会館にて、大阪大学 5人と京都大学 6人の合計 11人が発表を行いました。 

 

口頭発表の題名は以下のとおりになります。 

 

2017年度 （口頭発表会：2017 年 12 月 9日 京都大学楽友会館にて） 

大阪大学 

（1）マスメディアによる健康・医療情報に対する公衆衛生学専門家の認

識 

（2）大学院博士後期課程在籍者の民間就職を促す要因 ―文献調査とイン

タビュー調査による探索的研究― 

（3）クロマイ薬害裁判における専門家証人尋問録の検討 ―因果関係の判

定条件と規範的・価値的含意― 

（4）雛人形及び雛人形業界における「価値体系」の整理 ―現状の振興政

策等の文献調査および実践者への聞き取り調査を通じて― 

（5）科学コミュニケーション活動への参加に関する意識の調査 ―サイエンスカフェ「ひとこといちば」

へ参加した研究者について― 

 

京都大学 

（1）新聞の社説にみる環境政策のパラダイムの変化 ―韓国の全国紙の社説を中心に― 

（2）福島第一原子力発電所事故後の情報拡散状況の分析 ―大規模災害時の SNS による情報発信手法の

検討― 

（3）低線量放射線の生体影響に関する科学者の意識調査 ―福島第一原子力発電所事故を例に― 

（4）地域公共交通改革の事例分析 －地域の持続的な移動手段確保に向けて－ 

（5）ヒト多能性幹細胞を用いた生殖細胞研究の課題抽出と研究者の意見 

（6）事前指示書作成支援の通知時期および方法に関する質問紙調査研究 ―健康保険証発行に併せた一

斉通知の実現可能性を探る― 
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参考資料：研究プロジェクト 学生論文・口頭発表題名 

 

2013年度 （口頭発表会：2014 年 2月 19 日 大阪大学豊中キャンパスにて） 

大阪大学 

（1）日本の食品問題において消費者の不安感に影響を与える要素の考察 

（2）多メディア時代の科学技術ジャーナリズム ―「翻訳」、「批判」から「構築」へ― 

 

 

2014年度 （口頭発表会：2015 年 2月 14 日 大阪大学中之島センターにて） 

大阪大学 

（1）「科学技術の智」プロジェクト・物質科学専門部会報告書の再編 ―エネルギーを中心として― 

（2）科学技術とフィクション ―人工子宮の現実化に寄せて― 

（3）大学院博士後期課程への進学、その後の進路選択に関わる各種要因についての調査 ―先行研究を参

考に学生側の視点を探る― 

（4）環境ラベルに関する一考察 ―NLマークを事例にあげて― 

（5）福島第一原子力発電所事故における「市民測定」 ―福島市の事例をもとに― 

（6）中華人民共和国環境保護部による CNPC・Sinopec石油精製プロジェクト差し止め事件 ―習近平政権

における政府と国有石油企業の関係性の変化― 

（7）科学のイメージと PR ―企業広告において「科学的である」とはどういうことか― 

 

京都大学 

（1）外科領域における医療技術評価 ―社会の理解のために― 

（2）医療ツーリズムにおける政策提言 ―医療ツーリスト受け入れ最前線への調査を通じて― 

（3）可視化情報学会における会員満足度の因果関係分析 

（4）トップジャーナルからみた基礎医学研究の臨床 ―応用への実現に関する調査研究― 

（5）京都府の高温耐性品種に対する消費者の価格評価の推定 ―選択型実験による接近― 

（6）社会的・情緒的学習の導入によるインクルーシブ教育の実現 

（7）虚血性心疾患に対する心臓リハビリテーション実施状況の経年的変化 ―レセプトデータベースを用

いた疫学的研究― 

 

 

2015年度 （口頭発表会：2016 年 2月 13 日 京都大学楽友会館にて） 

大阪大学 

(1) 技術者倫理教育の現状と展望 ―大阪大学・機械工学科目の「工学倫理」を題材として― 

(2) 科学技術政策における外部性とその内部化 ―科学技術社会論と古典的自由主義の融合― 

(3) 日本における核融合研究と政策 ―歴史、現状、そして今後に向けて― 

(4) 科学的証拠の証拠規則の整備に向けて ―DNA型証拠と足利裁判― 

(5) 科学のあいまいさ・不確実性を伝える手法開発のための予備調査 ―大学生の科学に対する意識調査

とワークショップ方式の有効性確認― 
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京都大学 

(1) 講義タイトルの表現方法に関する分析 ―大学教員が出張講義で高校生の興味を捉える― 

(2) 問題解決における現場地の重要性 ―自転車シェア事業を手掛かりに― 

(3) 診療報酬請求情報ナショナルデータベースの制度上の課題と展望 ―新規経口抗凝固薬薬剤疫学研究

を事例に― 

(4) 食中毒リスクコミュニケーションにおける確率的数量情報の認知に関する研究 

(5) 栄養・健康分野における教育者の情報リテラシー・情報活用能力の涵養に向けた教育のあり方に関す

る検討 

 

 

2016年度 （口頭発表会：2016 年 12 月 10日 大阪大学中之島センターにて） 

大阪大学 

（1）人工知能利用における受容態度と判断基準 ―若手研究者に対する探索的調査― 

（2）専門職倫理における利益相反をめぐる論争 ―日本の産学連携における利益相反ポリシーの再考に

向けて― 

（3）基礎研究における社会経済的評価について ―物理分野を中心に― 

（4）生活支援ロボット普及政策の分析と考察 ―ユーザー参加の視点から― 

（5）市民参加の手続きにおける理論と実際の比較 ―過去の河川計画を例として― 

（6）パーソナライズによるサービス変化のユーザーの受け取り方 ―偏る選択肢と見られている「気持

ち悪さ」― 

 

京都大学 

（1）日本におけるペルフルオロオクタン酸の自主規制に影響を与えた要因と今後の課題 

（2）口唇・口蓋裂の患者の会が当事者と保護者に与える影響について 

（3）農山村における福祉集住政策 ―奈良県十津川村「たかもりの家」計画を例に― 

（4）自治体議員の研修に関する考察 ―評価グリッド法を用いた分析― 

（5）行政の信頼の構造について 

（6）先端科学研究と結びついたまちづくりは地域の発展に貢献しているか？ 

 

 

 

 

阪大・京大間の講師の相互派遣 

実質的な教育における協力として、講師の相互派遣を積極的に行っています。大阪大学の入門必修科

目「科学技術イノベーション政策概論 B」において、京都大学の川上浩司教授、小山田耕二教授が講師を

務め、京都大学の入門必修科目「現代社会と科学技術」において、大阪大学の平川秀幸教授、加藤和人教

授が講師を務めました。 
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 阪大学生の声 

主専攻と STiPSの間で、良い「相互作用」がありました。 

垣本 伊守幹さん (文学研究科 文化形態論専攻 博士前期課程 2年) 

 僕はSTiPSをとおして、自分自身が主専攻で取り組

んでいる「科学と社会」というテーマについて、実際

に理系で研究に取り組んでいる人たちに自分の意見

をぶつけてみたいと考えていました。「研究プロジェ

クト」では、自分の取り組んでいるテーマを発表し、

フィードバックをもらう場が定期的に設定されてい

ます。僕の所属は文学研究科なので、理系の人から直

接意見をもらう機会はとても貴重でした。予想以上に

お互いの共通の言語で話すということが難しい、と感

じ、表現に工夫をするなど、試行錯誤を通じてコミュ

ニケーションスキルが磨かれたと思います。また「研究プロジェクト」は個別指導なので、先生方にき

め細かくアドバイスをもらうこともできました。スケジュール管理の面でも、主専攻とのバランスを見

ながらケアをしてもらえ、安心感につながりました。 
 STiPS のメンバーと読書会を企画したことも印象に残っています。STiPS自体がやりがいのあるプログ

ラムですが、そこに集まってきている学生は、「こんなことをやってみたい」と投げかけてみたらポジテ

ィブな反応が返ってくるような、知的好奇心にあふれた人たちだと思います。 

 

 

STiPSの教員に個別相談し、履修に関する不安はなくなりました。 

三原 明穂さん (医学系研究科 保健学専攻 博士前期課程 1年)  

 履修を検討しはじめた頃、副専攻はとても忙しいと

いう噂を聞き、主専攻とバランスをとるのは難しいの

では、と心配していました。でも、STiPS の先生に履修

相談をすると、私の状況をふまえて具体的なアドバイ

スをして下さいました。一番勇気付けられたのは、

「STiPS は『科学技術と社会をつなぐ』ということがテ

ーマで、理系の人にこそ積極的にとってほしい」と先

生がおっしゃったことです。STiPS には博士課程の人だ

けでなく私と同じ修士課程の先輩がいることも安心材

料になりました。 

 STiPS の授業で、大学内外の専門家の方々や、他大学の学生など、さまざまなバックグラウンドを持つ

人とディスカッションする経験をとおして、自分自身の興味関心の幅が広くなったと実感しています。

STiPSを受講する前に比べ、普段自分が触れている情報を、より「自分のこと」として捉えられるように

なりました。また、主専攻に対する自分自身の視点の置き方が変化してきているようにも感じています。

将来についてはまだ検討中ですが、もし医療関係の仕事に就くとしても、自分自身が医療者である前に

市民であるということを意識して仕事をしていくことができれば、と考えるようになりました。 
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STiPSによって、自分自身の「問題意識」が明確になりました。 

吉田 篤さん (理学研究科 生物科学専攻 博士前期課程 1年) 
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決策を立案していくか、ということをより深く考えたいと思うようになっています。 
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 京大学生の声 

科学の立ち位置を考える 

井口 智博さん（人間・環境学研究科 共生人間学専攻 修士課程 1年） 

僕がSTiPSのプログラムに志願した理由は、目覚ましい進歩を遂げ続

ける科学技術と、アップデートの追いつかない制度や社会通念との間

にある溝は如何にして埋まりうるのか、という問題について考える上

で有益ではないかと考えたからでした。 

このプログラムを受講するなかで、さまざまなことに気づかされま

す。たとえば、科学とひとことで表わされるものも、分野によって異

なる作法や論理があるということ。科学・科学者集団が社会に対して

どのような場所に位置しているのか、そして位置すべきなのかについ

ての認識もまた、分野によって異なるということ。あるいは、科学研

究と政策（それが科学的な知見に基づくとしても！）のあいだには決

定的な違いがあるということ。 

ユニットのさまざまなメンバーと科学に関する議論をする機会、互

いの視座の違いに驚き合う機会は得難いものであり、それを提供してくれるこのプログラムは有益だと

思います。そして同時に、STiPS自体が、科学と社会とを架橋するための模索の途上にある取り組みなの

だとも感じています。だからこそ、このプログラムは、社会における科学の立ち位置を考えるのに適し

た環境だと考えています。 

 

 

新たな自分が育まれる機会 

増澤 祐子さん（医学研究科 社会健康医学系専攻 博士後期課程 1年） 

他分野の学生とともに、「科学的根拠に基づいて政策を可視化する」

ために必要な科学的根拠とは何かを学びたいと思い、このプログラム

への参加を希望しました。 

実際にプログラムでの学びを通じて、大学、研究科を超えた様々な

専門性を持った先生方や学生とのディスカッションはとても新鮮で、

多角的な視点で考えるトレーニングとなりました。実際に政策に携わ

っている方々から政策やそのプロセスをうかがえる貴重な機会も多

く、授業やサマーキャンプを通じて多くの学びを得たと感じています。

他分野の方々とのディスカッションで、様々なトピックについての自

身の考えを深められるというのも、このプログラムの魅力でした。知見を広げ、共に問題解決を目指す

過程を経ることで、多職種や他機関同士で政策を実施する上で、協働し、どう課題解決を目指すべきか

を考える機会を経験することができたと感じています。このプログラムを通じて出会うことのできた

方々とのつながりは、将来とても貴重なものとなり、研究や政策に関わる機会に恵まれた際には、大い

に役立つものとなると思います。ここで得た学びを余すことなく自身の力とし、将来のキャリアパスへ

活かしたいと思っています。 

 

28



 

 

27 
 

 京大学生の声 

科学の立ち位置を考える 

井口 智博さん（人間・環境学研究科 共生人間学専攻 修士課程 1年） 

僕がSTiPSのプログラムに志願した理由は、目覚ましい進歩を遂げ続

ける科学技術と、アップデートの追いつかない制度や社会通念との間

にある溝は如何にして埋まりうるのか、という問題について考える上

で有益ではないかと考えたからでした。 

このプログラムを受講するなかで、さまざまなことに気づかされま

す。たとえば、科学とひとことで表わされるものも、分野によって異

なる作法や論理があるということ。科学・科学者集団が社会に対して

どのような場所に位置しているのか、そして位置すべきなのかについ

ての認識もまた、分野によって異なるということ。あるいは、科学研

究と政策（それが科学的な知見に基づくとしても！）のあいだには決

定的な違いがあるということ。 

ユニットのさまざまなメンバーと科学に関する議論をする機会、互

いの視座の違いに驚き合う機会は得難いものであり、それを提供してくれるこのプログラムは有益だと

思います。そして同時に、STiPS自体が、科学と社会とを架橋するための模索の途上にある取り組みなの

だとも感じています。だからこそ、このプログラムは、社会における科学の立ち位置を考えるのに適し

た環境だと考えています。 

 

 

新たな自分が育まれる機会 

増澤 祐子さん（医学研究科 社会健康医学系専攻 博士後期課程 1年） 

他分野の学生とともに、「科学的根拠に基づいて政策を可視化する」

ために必要な科学的根拠とは何かを学びたいと思い、このプログラム

への参加を希望しました。 

実際にプログラムでの学びを通じて、大学、研究科を超えた様々な

専門性を持った先生方や学生とのディスカッションはとても新鮮で、

多角的な視点で考えるトレーニングとなりました。実際に政策に携わ

っている方々から政策やそのプロセスをうかがえる貴重な機会も多

く、授業やサマーキャンプを通じて多くの学びを得たと感じています。

他分野の方々とのディスカッションで、様々なトピックについての自

身の考えを深められるというのも、このプログラムの魅力でした。知見を広げ、共に問題解決を目指す

過程を経ることで、多職種や他機関同士で政策を実施する上で、協働し、どう課題解決を目指すべきか

を考える機会を経験することができたと感じています。このプログラムを通じて出会うことのできた

方々とのつながりは、将来とても貴重なものとなり、研究や政策に関わる機会に恵まれた際には、大い

に役立つものとなると思います。ここで得た学びを余すことなく自身の力とし、将来のキャリアパスへ

活かしたいと思っています。 

 

 

 

28 
 

人生、二毛作・三毛作 

西尾 翔貴さん（医学研究科 医科学専攻 修士課程 1年） 

 私がこのプログラムに参加したのは、「つなぐ人材」という言葉に

魅かれたからです。私の主専攻は分子生物学（免疫学）で、普段から

細胞を用いた基礎研究に勤しんでいるのですが、それだとどうしても、

自分の専門の外側の世界を知る機会が少なく、これでは視野を狭くし

てしまうのでは、と考えました。これからの社会は、ますます複雑性

が増し、また各学問の領域は肥大化し、それらの境界は曖昧になって

いきます。そうしたなかで、自分の専門以外の領域を知っておくこと

が重要になることは間違いないでしょう。 

 このプログラムでは、さまざまな分野の先生方の講義を聞くことが

でき、さらに、他（多）分野の学生らと議論する機会が与えられてい

ます。ある問題に対して、分野が違えば、捉え方やアプローチの仕方

がここまで違うのかと、非常に驚くことが多いです。同時に、そうし

た多様性を受け入れ、少しでも自分のものにしていくことで、自分の考え方や視野が少しずつ広がって

いると確実に実感しています。  
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2． プログラム推進委員会の運営 
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2. プログラム推進委員会の運営 

 

 実施体制 

本拠点 STiPS では、教育研究プログラムを円滑かつ効

率的に運営するためには、一大学内の部局間調整に加え、

大阪大学と京都大学の両大学間において緊密な連携が不

可欠です。これを実現するための実施体制は下記のとお

りです（右図参照）。 

 

阪大・京大会議（「プログラム推進委員会」） 

2012 年より、毎年 3 回から 4 回、大阪大学と京都大学

の参画教員で構成される「プログラム推進委員会」を実

施してきました。2017 年度は 7月 5日、8月 20日、12月 9日の計 3回実施しました。同会議では、両大

学における調整に関する情報や教育研究プログラムの進捗状況を共有しています。加えて、合同講義の

内容を含むカリキュラムの発展及び拡充、研究論文に関する指導調整、研究会やイベント開催の企画及

び調整、サマーキャンプ、国際シンポジウム、出版事業などの拠点間合同事業に関する調整を行ってい

ます。 

 

各大学における参画教員会議（阪大：「プログラム担当者会議」、京大：「実務者委員会」） 

 本教育研究プログラムを実施するためには、上述のプログラム推進委員会とは別途、各大学内の部局

間調整が不可欠です。そのため、大阪大学と京都大学それぞれにおいて、構想調書時のメンバーやプロ

グラムに新たに科目提供頂いた教員で構成されるプログラム参画教員の会議を開催しています。同会議

では、プログラム進捗状況を参画教員で共有するとともに、プログラム履修者の確定や修了者の確定、

カリキュラムの調整などを行っています。 

 

各大学におけるワーキンググループ（阪大：「企画運営会議」、京大：「運営会議」） 

 大阪大学・京都大学合同で開催するプログラム推進委員会や各大学における参画教員会議の議題調整

や細かな決定事項を遂行するために、大阪大学と京都大学では、それぞれワーキンググループを設けて

います。メンバーは、大阪大学では主に COデザインセンターの教員、京都大学では主に「政策のための

科学ユニット」教員です。合同拠点として開催するイベントの内容や報告・公開する文言の調整、プロ

グラム推進委員会や参画教員会議の議題調整、他拠点との細かな連絡調整などを、同ワーキンググルー

プが担い、迅速かつ効率的な運営と意思決定を実現しています。 
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 アドバイザー会議 

 以上の実施体制に加えて、本拠点 STiPS は発足当初より、その教育研究プログラムの運営向上を目的

として、有識者から構成される「アドバイザー会議（アドバイザリー・ボード）」を設置しています。ア

ドバイザリー・メンバーは下記の 4名です。 

 

・鈴木 寛  文部科学大臣補佐官、東京大学公共政策大学院教授・慶應義塾大学政策メディア研究

科兼総合政策学部・教授 

・古川 俊治 自民党参議院議員、医学博士、弁護士、慶應義塾大学・教授 

・鷲田 清一 京都市立芸術大学理事長・学長 

（アドバイザー会議設置当時は、大谷大学文学部・教授、前大阪大学総長） 

・三木 孝  神戸市保健福祉局長 

 

 

 カリキュラムの発展及び拡充 

カリキュラムの科目内容については、本教育プログラム開始以来、さらなる充実を目指して、新たな

科目の開設や科目名称変更などを行ってきました。その際、特に心がけてきたことは、講師の相互派遣

などを含む大阪大学と京都大学の授業の連携強化です。また、講義は基本的にディスカッションやグル

ープワークを組み込んだものとし、ゲスト講師としては他大学・研究機関などの研究者、省庁や企業、

NGOなどの実務者を幅広く招へいしました。対象とする科学技術分野も、生命・医学、原子力やエネルギ

ー、ナノテクノロジー、環境、開発、都市工学、情報通信技術、宇宙などへと拡大してきました。 

大阪大学では、本プログラム開始の 2013年度の開講科目数は 21、うち新設科目数は 7でしたが、2014

年度の開講科目数は 30、うち新設科目数は 9 となりました。2015 年度の開講科目数は 29、2016 年度の

開講科目数は 32でした。2017年度には、４学期制の導入に伴い、開講科目を一部リニューアルした結果、

開講科目数は 36 になりました。京都大学では、本プログラム開始の 2013 年度の開講科目数は 22、うち

新設科目数は 5 でしたが、2014 年度の開講科目数は 1 科目追加し 23 科目となり、2015 年度の開講科目

数は 23、2016年度の開講科目数は 25、2017年度の開講科目数は 23でした。 

また、大阪大学副専攻プログラムと京都大学研究科横断型教育プログラム（ともに修了要件 14単位以

上）が定める修了要件を満たした学生には、2014 年度より、プログラム責任者、大阪大学総長、京都大

学総長連名の修了認定証を授与しました。これは、2013年 3月 27日に両大学の総長名で締結されました

「科学技術イノベーション政策における「政策のための科学」推進事業「公共圏における科学技術・教

育研究拠点」教育プログラム実施に伴う大阪大学と京都大学との間における単位の相互認定に関する協

定書および覚書」に基づいています。2013 年度より、この協定に基づき、受入大学の指定する授業科目

の履修及び単位の修得を学生が希望するときは、当該授業科目の履修及び単位の修得ができるようにな

っています。 
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 研究会やイベント開催の企画及び調整 

ここでは実施イベント一覧を示します。各イベントについては、「4. 公共的関与に関わる基盤的研究

の実施」と「6. 関西ネットワークの発展」を参照ください。 

 

名称 日時 場所 主催等 

「公共圏における科学技術政策」に関する研究会（STiPS Handai 研究会） 

【第 25回 STiPS Handai研究会】 

メディア・ジャーナリズム研究と科学技術コミュ

ニケーション 

2017年 

5月 16日 

 

大阪大学全学

教育推進機構

ステューデン

トコモンズ２

階 セミナー

室 A 

主催：STiPS 

＊授業「科学技術コ

ミュニケーション入

門 A」の一環として

開催。 

【第 26回 STiPS Handai研究会】 

職業としてのサイエンスコミュニケーション ─

「研究所」の研究広報─ 

 

2017年 

5月 16日 

 

大阪大学全学

教育推進機構

ステューデン

トコモンズ２

階 セミナー

室 A 

主催：STiPS 

＊授業「科学技術コ

ミュニケーション入

門 B」の一環として

開催。 

【第 27回 STiPS Handai研究会】 

「高校」というフィールドでの科学教育 

2017年 

6月 27日 

大阪大学全学

教育推進機構

ステューデン

トコモンズ２

階 セミナー

室 A 

主催：STiPS 

＊授業「科学技術コ

ミュニケーション入

門 B」の一環として

開催。 

【第 28回 STiPS Handai研究会】 

科学医療部記者の働き方 

2017年 

7月 4日 

大阪大学全学

教育推進機構

ステューデン

トコモンズ２

階 セミナー

室 A 

主催：STiPS 

＊授業「科学技術コ

ミュニケーション入

門 B」の一環として

開催。 

【第 29回 STiPS Handai研究会】 

国家公務員からみた「科学技術と社会の関係」 

2017年 

7月 11日 

大阪大学全学

教育推進機構

ステューデン

トコモンズ２

階 セミナー

室 A 

主催：STiPS 

＊授業「科学技術コ

ミュニケーション入

門 B」の一環として

開催。 
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【第 30回 STiPS Handai研究会】 

科学コミュニケーターは職業にできるのか？ 

 

2017年 

7月 18日 

大阪大学全学

教育推進機構

ステューデン

トコモンズ２

階 セミナー

室 A 

主催：STiPS 

＊授業「科学技術コ

ミュニケーション入

門 B」の一環として

開催。 

【第 31回 STiPS Handai研究会】 

企業によるイノベーションの促進 

 

2017年 

8月 10日 

大阪大学全学

教育推進機構

ステューデン

トコモンズ２

階 セミナー

室 A 

主催：STiPS 

【第 32回 STiPS Handai研究会】 

自然史博物館が創りだす新しいコミュニケーシ

ョンのかたち 

 

2017年 

12月 5日 

大阪大学テク

ノアライアン

ス棟1階 交流

サロン 

主催：STiPS 

＊授業「科学技術コ

ミュニケーション入

門 B」の一環として

開催。 

【第 33回 STiPS Handai研究会】 

宇宙開発プロジェクトとコミュニケーション 

 

2017年 

12月 12日 

大阪大学テク

ノアライアン

ス棟1階 交流

サロン 

主催：STiPS 

＊授業「科学技術コ

ミュニケーション入

門 B」の一環として

開催。 

【第 34回 STiPS Handai研究会】 

科学と社会の＜間＞に立つメディア論 

 

2017年 

12月 19日 

大阪大学テク

ノアライアン

ス棟1階 交流

サロン 

主催：STiPS 

＊授業「科学技術コ

ミュニケーション入

門 B」の一環として

開催。 

【第 35回 STiPS Handai研究会】 

”市民による市民のための科学”の成立と展開―

コミュニケーションの視点から 

2018年 

1月 9日 

大阪大学テク

ノアライアン

ス棟1階 交流

サロン 

主催：STiPS 

＊授業「科学技術コ

ミュニケーション入

門 B」の一環として

開催。 

【第 36回 STiPS Handai研究会】 

3. 11後の原子力政策 

2018年 

1月 11日 

大阪大学全学

教育推進機構

ステューデン

トコモンズ２

階 セミナー

室 C 

主催：STiPS 

＊授業「科学技術と

公共政策 B」の一環

として開催。 
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【第 37回 STiPS Handai研究会】 

科学技術「反省」白書にこめた思い 

 

2018年 

1月 16日 

大阪大学テク

ノアライアン

ス棟1階 交流

サロン 

主催：STiPS 

＊授業「科学技術コ

ミュニケーション入

門 B」の一環として

開催。 

【第 38回 STiPS Handai研究会】 

日本の科学技術イノベーション政策の現状 

2018年 

1月 25日 

大阪大学全学

教育推進機構

ステューデン

トコモンズ２

階 セミナー

室 C 

主催：STiPS 

＊授業「科学技術と

公共政策 B」の一環

として開催。 

ナレッジキャピタル超学校 大阪大学 COデザインセンター×ナレッジキャピタル  

【対話で創るこれからの「大学」第 1回】 

価値をわたしたちのものにする 

 

2017年 

8月 2日 

ナレッジキャ

ピタル、カフ

ェラボ（グラ

ンフロント大

阪） 

 

主催：一般社団法人

ナレッジキャピタ

ル、株式会社 KMO、

大阪大学 CO デザイ

ンセンター 

共催：STiPS 

 

【対話で創るこれからの「大学」第 2回】 

あたりまえを疑って本質に迫る 

 

2017年 

8月 30日 

ナレッジキャ

ピタル、カフ

ェラボ（グラ

ンフロント大

阪） 

 

主催：一般社団法人

ナレッジキャピタ

ル、株式会社 KMO、

大阪大学 CO デザイ

ンセンター 

共催：STiPS 

【対話で創るこれからの「大学」第 3回】 

「視座」を変えてみえる世界 

 

2017年 

10月 5日 

ナレッジキャ

ピタル、カフ

ェラボ（グラ

ンフロント大

阪） 

 

主催：一般社団法人

ナレッジキャピタ

ル、株式会社 KMO、

大阪大学 CO デザイ

ンセンター 

共催：STiPS 
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学術政策セミナー ―大学のこれからを考える― 

【第 7回学術政策セミナー】 

社会から共感を得る大学となるために 

2017年 

7月 11日 

大阪大学サイ

バーメディア

コモンズ（サ

イバーメディ

アセンター本

館 1階） 

主催：大阪大学経営

企画オフィス URAプ

ロジェクト 

共催：STiPS 

【第 8回学術政策セミナー】 

研究を支える多様な仕掛け 

2017年 

10月 26日 

大阪大学サイ

バーメディア

コモンズ（サ

イバーメディ

アセンター本

館 1階） 

主催：大阪大学経営

企画オフィス URA部

門 

共催：STiPS 

【第 9回学術政策セミナー】 

役に立つ大学とはどういうことか？ 

2018年 

3月 14日 

大阪大学テク

ノアライアン

ス棟1階 アラ

イアンスホー

ル 

主催：大阪大学経営

企画オフィス URAプ

ロジェクト 

共催：STiPS 

サイエンスカフェ＠千里公民館 

サイエンスカフェ＠千里公民館「一歩先の未来を

みんなで考える：新しいテクノロジーとの付き合

い方」 

2017年 

9月 5日 

千里公民館 

第 3講座室 

主催：豊中市立千里

公民館 

共催：STiPS 

サイエンスカフェ＠千里公民館「新しいテクノロ

ジーのルールをつくる：安全と安心はどう確保さ

れているのか」 

2017年 

10月 3日 

千里公民館 

第 3講座室 

主催：豊中市立千里

公民館 

共催：STiPS 

サイエンスカフェ＠千里公民館「本当に効く？ 

サプリメント：あなたに効いたら、わたしにも効

く？」 

2017年 

12月 12日 

千里公民館 

第 1講座室 

主催：豊中市立千里

公民館 

共催：STiPS 

拠点間連携プロジェクト（個別政策課題プロジェクト）阪大拠点の一環として開催 

政策立案ワークショップ（宇宙）第 1回 2017年 

7月 14日 

エキスパート

倶楽部（東京

都千代田区） 

主催：STiPS 

政策立案ワークショップ（宇宙）第 2回 2017年 

7月 28日 

霞が関ナレッ

ジスクエア 

スタジオ（東

京都千代田

区） 

主催：STiPS 
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政策立案ワークショップ（宇宙）研究評価会 2017年 

9月 8日 

エキスパート

倶楽部（東京

都千代田区） 

主催：STiPS 

ワークショップ「宇宙政策の未来についてみんな

で考える」 

2018年 

1月 27日 

福岡市科学館 

交流室 1 

主催：STiPS 

共催：九州大学科学

技術イノベーション

政策教育研究センタ

ー、福岡市科学館 

その他 

COデザインカフェ 第 2回「超スマート社会に潜

むワナ？」 

2017年 

6月 12日 

大阪大学全学

教育総合棟Ⅰ

（3階）341号

室 

主催：大阪大学 CO

デザインセンター 

プログラム提供：副

専攻プログラム/高

度副プログラム「公

共圏における科学技

術政策」 

COデザインセンター 共創イノベーションセミナ

ーシリーズ「大学における科学コミュニケーショ

ン教育と高度汎用力」 

2017年 

11月 20日 

大阪大学全学

教育推進機構 

サイエンスコ

モンズ サイ

エンス・スタ

ジオ A 

主催：大阪大学 CO

デザインセンター 

共催：STiPS 

 

  

38



 

 

36 
 

政策立案ワークショップ（宇宙）研究評価会 2017年 

9月 8日 

エキスパート

倶楽部（東京

都千代田区） 

主催：STiPS 

ワークショップ「宇宙政策の未来についてみんな

で考える」 

2018年 

1月 27日 

福岡市科学館 

交流室 1 

主催：STiPS 

共催：九州大学科学

技術イノベーション

政策教育研究センタ

ー、福岡市科学館 

その他 

COデザインカフェ 第 2回「超スマート社会に潜

むワナ？」 

2017年 

6月 12日 

大阪大学全学

教育総合棟Ⅰ

（3階）341 号

室 

主催：大阪大学 CO

デザインセンター 

プログラム提供：副

専攻プログラム/高

度副プログラム「公

共圏における科学技

術政策」 

COデザインセンター 共創イノベーションセミナ

ーシリーズ「大学における科学コミュニケーショ

ン教育と高度汎用力」 

2017年 

11月 20日 

大阪大学全学

教育推進機構 

サイエンスコ

モンズ サイ

エンス・スタ

ジオ A 

主催：大阪大学 CO

デザインセンター 

共催：STiPS 

 

  

 

 

37 
 

 

 

3.拠点間共同プログラムへの参画 
  



 

 

38 
 

3. 拠点間共同プログラムへの参画 

 

 サマーキャンプへの参画 

 サマーキャンプは、全拠点の教員や学生が一堂に参集し、各拠点での取り組みをお互いが理解し合う

とともに、共通のテーマでの討論や成果の共有、異分野交流などを行い、ネットワークを構築すること

を目的としています。 

 

2017年度 

実施日：2017年 8月 20日～22 日（事前ワークショップは、8月 9日） 

会場：政策研究大学院大学 

主催拠点：政策研究大学院大学 

参加者数：大阪大学からは学生 5人と教員 5人、京都大学からは学生 6人と教員 3人 

 

 

参考資料：過去のサマーキャンプの情報 

2013年度 

実施日：2013年 8月 23日～25 日（事前ワークショップは、8月 21日） 

会場：オークラフロンティアホテルつくば（茨城県つくば市） 

主催拠点：政策研究大学院大学 科学技術イノベーション政策プログラム（GIST） 

学生グループワークの設計：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

参加者数：大阪大学からは学生 7人と教員 3人、京都大学からは学生 6人と教員 5人 

 

2014年度 

実施日：2014年 8月 31日～9月 2日（事前ワークショップは、8月 27日） 

会場：淡路島夢舞台国際会議場（兵庫県淡路市） 

主催拠点：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

参加者数：大阪大学からは学生 7人と教員 9人、京都大学からは学生 9人と教員 6人 

 

2015年度 

実施日：2015年 8月 21日～23 日（事前ワークショップは、8月 19日） 

会場：名鉄犬山ホテル（愛知県犬山市） 

主催拠点：東京大学 科学技術イノベーション政策の科学教育プログラム（STIG） 

参加者数：大阪大学からは教員 4人および学生 7人、京都大学からは学生 5人と教員 4人 

 

2016年度 

実施日：2016年 9月 15日～17 日（事前ワークショップは、9月 9日） 

会場：松島一の坊（宮城県宮城郡松島町） 

主催拠点：一橋大学 イノベーションマネジメント・政策プログラム（IMPP） 

参加者数：大阪大学からは学生 8人と教職員 5人、京都大学からは学生 10人と教員 5人 
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3. 拠点間共同プログラムへの参画 

 

 サマーキャンプへの参画 

 サマーキャンプは、全拠点の教員や学生が一堂に参集し、各拠点での取り組みをお互いが理解し合う

とともに、共通のテーマでの討論や成果の共有、異分野交流などを行い、ネットワークを構築すること

を目的としています。 

 

2017年度 

実施日：2017年 8月 20日～22日（事前ワークショップは、8月 9日） 

会場：政策研究大学院大学 

主催拠点：政策研究大学院大学 

参加者数：大阪大学からは学生 5人と教員 5人、京都大学からは学生 6人と教員 3人 

 

 

参考資料：過去のサマーキャンプの情報 

2013年度 

実施日：2013年 8月 23日～25日（事前ワークショップは、8月 21日） 

会場：オークラフロンティアホテルつくば（茨城県つくば市） 

主催拠点：政策研究大学院大学 科学技術イノベーション政策プログラム（GIST） 

学生グループワークの設計：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 
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2014年度 

実施日：2014年 8月 31日～9月 2日（事前ワークショップは、8月 27日） 
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主催拠点：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

参加者数：大阪大学からは学生 7人と教員 9人、京都大学からは学生 9人と教員 6人 

 

2015年度 

実施日：2015年 8月 21日～23日（事前ワークショップは、8月 19日） 

会場：名鉄犬山ホテル（愛知県犬山市） 

主催拠点：東京大学 科学技術イノベーション政策の科学教育プログラム（STIG） 

参加者数：大阪大学からは教員 4人および学生 7人、京都大学からは学生 5人と教員 4人 

 

2016年度 

実施日：2016年 9月 15日～17日（事前ワークショップは、9月 9日） 

会場：松島一の坊（宮城県宮城郡松島町） 

主催拠点：一橋大学 イノベーションマネジメント・政策プログラム（IMPP） 

参加者数：大阪大学からは学生 8人と教職員 5人、京都大学からは学生 10人と教員 5人 
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2017年度の体制 

主催：SciREX基盤的研究・人材育成拠点 

幹事校：政策研究大学院大学 

 

2017年度のテーマ・趣旨（プログラムより） 

「2030 年のシナリオ：異分野連携の科学技術イノベーション政策」 

 2017 年度 SciREX サマーキャンプは、2030 年に向けた将来ビジョンとその達成のためのデザインをど

のように描き、そのもとでエビデンスに基づいた具体的政策がいかにつくられていくべきなのか、実践

的に学ぶ機会を提供する。 

 東京オリンピックを迎える 2020年はターゲット・イヤーであるとともに、一つの通過点である。オリ

ンピック後に残すべきレガシーは何かについて議論が行われ、東京オリンピック（とその後）に向けた

戦略のもと、省庁・業界横断的な取り組みがすすめられている。そこで求められているのは、将来のあ

るべき姿を共有し、それに向けた政策をエビデンスに基づき設計し、実践していくことである。 

 サマーキャンプでは、2020 年を一つの通過点として意識しながら、2030年の将来ビジョンについて議

論することで、複数のシナリオを持ち、長期的かつ大局的視点により政策を考えることの重要性を学ぶ。

その上で、イシュー別または手法演習型のグループワークを行なう。グループワークでは、多様なバッ

クグラウンドを持った参加者が協働して政策課題を発見し、エビデンスに基づき具体的かつ新規の政策

提言にとりまとめること、さらに、それらを政策担当者・実務家に向けて提案する過程を経験する。 

 

  

  

 

学習のねらい（プログラムより） 

・全拠点の学生や教員が一堂に参集し、共通のテーマでの討論や成果の共有、異分野交流などを行い、

ネットワークを構築する。 

・多様なバックグラウンド・視点を持つ参加者と将来ビジョン・シナリオを議論することにより、科学

技術イノベーションと経済、社会の関わりを大局的かつ多層的な視点から学ぶ。 

・複数の将来ビジョン・シナリオを共有した上で、テーマごとに、政策担当者や実務家へのヒアリング

等を行ない、エビデンスに基づいた具体的な新規政策プランの作成を実践的に行なう。 
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サマーキャンプのプログラム 

 8 月 20日（日） 8 月 21日（月） 8 月 22日（火） 

 

 

午

前 

 

 

 

 

    朝食 

9:00  集合 

 

9:00-14:00  グループワーク 2： 

グループごとにサイトビジット等  

    朝食 

9:00  集合 

 

9:00-10:00  グループワーク 5： 

最終発表会に向けての準備 

 

10:00-13:30 最終発表会 

 

 

午

後 

-13:00 移動・受付 

 

13:00-13:15 開会式 

開会挨拶： 

有本 建男（政策研究大学院大学 教

授） 

 

13:15-14:00 オリエンテーション 

SciREX事業紹介： 

中澤 恵太（文部科学省科学技術・学

術政策局企画評価課政策科学推進室 

室長） 

 

参加者紹介 

全体説明等 

 

14:00-16:30 基調講演： 

玉城 絵美（早稲田大学 准教授） 

 

パネルディスカッション 

 

16:30-17:00 休憩 

 

17:00-18:30 グループワーク 1 

 

18:30-20:30 懇親会 

ポスターセッション 

 

20:30- 自由時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14:00-16:30 グループワーク 3： 

中間発表の準備 

（この間、別室で、教職員会合を実

施） 

 

16:30-18:30 中間発表会 

 

18:30-20:00 夕食 

 

20:00-21:30 グループワーク 4  

 

21:30- 自由時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13:30-13:45 休憩 

 

13:45-14:30 閉会式、表彰 

総合講評、閉会挨拶： 

黒田 昌裕（慶應義塾大学 名誉教

授、文部科学省「科学技術イノベー

ション政策における『政策のための

科学』」アドバイザリー委員会主査） 

 

14:30 解散 
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グループワーク（プログラムより） 

A. 科学技術の担い手をどのように育成していくか 

 ①グローバル人材育成に向けた省庁連携のあり方の探索 

主担当：吉岡（小林） 徹（東京大学/一橋大学） 

副担当：工藤 充（大阪大学）、松尾 真紀子（東京大学） 

サポート：井上 敦（GRIPS） 

想定訪問先及びゲスト・スピーカー：文部科学省高等教育局学生・留学生課、経済産業省技術環境

局大学連携推進室 

 

 ②科学技術イノベーション人材を育てる政策と大学のあり方 

主担当：福井 文威（GRIPS）、五十川 大也（東京大学） 

副担当：吉岡（小林） 徹（東京大学） 

サポート：井上 敦（GRIPS） 

想定訪問先及びゲスト・スピーカー：文部科学省科学技術・学術政策局人材政策課、大臣官房政策

課評価室・対話型政策形成室、その他関連行政機関 

 

B. 科学技術による社会変化とどのように向き合うか 

 ①AI の社会実装現場における倫理的・法的・社会的課題（ELSI）の検討 

主担当：菅原 裕輝（大阪大学） 

サポート：中川 尚志（JST-CRDS）、岡村 麻子（GRIPS) 

想定訪問先及びゲスト・スピーカー：国立研究開発法人理化学研究所革新知能統合研究センター（AIP） 

 

C. 持続可能な都市をどのようにデザインするか 

 ①防災・減災科学技術によるレジリエントな社会の構築 

主担当：尾上 洋介（京都大学） 

副担当：黄 俊揚（GRIPS） 

サポート：林 信濃（JST-CRDS) 

想定訪問先及びゲスト・スピーカー：構造計画研究所、馬場 健司（東京都市大学 環境学部 教授）、

土井 章（日本防災プラットフォーム 事務局長）  

 

 ②2030年のスマートシティと科学技術の役割 

主担当：諸賀 加奈（九州大学） 

サポート：高橋 恒平、鈴木 和泉（GRIPS） 

想定訪問先及びゲスト・スピーカー：柏の葉スマートシティ、柏の葉アーバンデザインセンター、

堀 裕典（一般財団法人森記念財団都市整備研究所）、坂齊 豊（UDCK環境未来都市担当/柏市企画部

企画調整課）、大塚 恵理香（三井不動産株式会社柏の葉街づくり推進部事業グループ） 
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D. 科学技術による健康・医療の質の向上の方策とは 

 ①技術革新と「医療」の変容（データドリブン医療） 

主担当：森川 想（東京大学、SciREXセンター）、黒河 昭雄（JST-RISTEX） 

副担当：隅藏 康一(GRIPS)、井出 和希（京都大学） 

サポート：金貝（GRIPS） 

想定訪問先及びゲスト・スピーカー：神奈川県ヘルスケア・ニューフロンティア推進本部室、内閣

官房健康・医療戦略室、経済産業省ヘルスケア産業課 

 

E. これからのメディア、公共のあり方とは 

 ①2030年のテレビ界 

主担当：谷口 諒（一橋大学） 

副担当：木村 めぐみ (一橋大学)  

サポート：小山田 和仁（JST-CRDS） 

想定訪問先及びゲスト・スピーカー：藤岡 伸夫（株式会社テレビ朝日 営業局マーケティング担当

局長）、総務省情報流通行政局放送政策課 

 

F. シナリオプランニングの理論と技法 

主担当：角和 昌浩（東京大学） 

サポート：岡村 麻子（GRIPS） 

想定訪問先及びゲスト・スピーカー：大和 則夫（一般財団法人森記念財団 都市戦略研究所 研究員）、

白川 展之（NISTEP科学技術予測センター 主任研究官） 

 

G. データで解析する科学技術イノベーション -「覗いて」、「繋いで」、見える『現在』と『未来』- 

主担当：原 泰史（GRIPS）  

副担当：池内 健太（GRIPS/RIETI)、小柴 等（NISTEP） 

サポート：原田 裕明（JST-CRDS） 

想定訪問先及びゲスト・スピーカー：斎藤 尚樹（NISTEP 総務研究官）、森川 正之（RIETI 副所長） 
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 SciREX 交流研究会 

 SciREX 交流研究会は、「科学技術イノベーション政策のための科学（SciREX）」コミュニティの発展を

目指して立ち上がった研究会です。第 6 回は 2017 年 9 月 29 日に、東京大学において実施され、平川秀

幸教授が講演を行いました。 

 

第 6回 SciREX 交流研究会 

○タイトル：科学技術とデモクラシー 

○講演者：平川 秀幸（大阪大学 COデザインセンター 教授） 

○日時：2017年 9月 29日（金）18:30〜20:00 

○場所：東京大学本郷キャンパス 国際学術総合研究棟（新棟）12F 1213A 演習室 A 

○主催：一橋大学 イノベーションマネジメント・政策プログラム（IMPP）、政策研究大学院大学 
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4. 公共的関与に関わる基盤的研究の実施 

 

 本拠点 STiPSは、「科学技術の倫理的・法的・社会的課題（ELSI）に関する研究を基盤として公共的関

与の活動と分析を行い、学問諸分野間ならびに学問と政策・社会の間をつなぐことを通じて政策形成に

寄与できる人材」の育成を目的としています。こうした人材育成プログラムの目的を達成すべく、本拠

点の参画教員が中心となり、ELSIや公共的関与に関する研究成果を学術論文や学会報告などを通じて多

数発表してきました。2017年度の参画教員別の研究業績の詳細については、「8. STiPS参画教員による

活動リスト（研究業績等）」を参照ください。 

 また、公共的関与に関わる基盤的研究の発展に向け、海外の大学機関との積極的な連携による研究を

試みると同時に、そうした連携を視野に入れた海外調査及び発表等を行ってきました。2017年度の国際

連携の推進に関わる活動については、「7. 国際連携の推進」を参照ください。また、ELSIや公共的関与

に関する研究の実践的展開を図り、その成果を検証しつつさらなる研究に結びつけるために、多様な参

加型イベントを昨年度に引き続き実施しました。「公共圏における科学技術政策」に関する研究会（STiPS 

Handai 研究会）、学術政策セミナーにつきましては本章を、ナレッジキャピタル超学校シリーズなどにつ

きましては、「6. 関西ネットワークの発展」を参照ください。 
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 阪大拠点主催：「公共圏における科学技術政策」に関する研究会（STiPS Handai 研究会） 

 学際的教育が有効に機能するために、授業を担当する教員が、他の教員の教えている内容を知ること

は有益です。しかし実際には、学生は様々な参画教員の授業を受け、異なる領域の知見に触れることが
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内外の研究者や実務家を招き、学生だけでなく教員が相互に学び合うことを目的とした、少人数の議論

を中心とした研究会です。これをきっかけに学内を中心に協力教員の輪を拡充するとともに、相互理解

を深めていくことが期待されます。2017 年度は 14回実施しました。 

 

第 25回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 

○タイトル：メディア・ジャーナリズム研究と科学技術コミュニケーション 

○ゲスト：田中 幹人（早稲田大学大学院 政治学研究科 ジャーナリズム・コース 准教授） 

○日時：2017年 5月 16日（火）16:20〜17:50 

○場所：大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進機構 ステューデントコモンズ２階 セミナー室 A 

○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 2017 年 5月 16日（火）に、大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進

機構ステューデントコモンズ 2階セミナー室 Aにて、第 25回「公共圏

における科学技術政策」に関する研究会（STiPS Handai 研究会）「メ

ディア・ジャーナリズム研究と科学技術コミュニケーション」を開催

しました（授業「科学技術コミュニケーション入門 A」の一環として

開催）。今回は、早稲田大学大学院 政治学研究科 ジャーナリズム・コ

ースの田中幹人さんをお招きしました。この研究会には、授業の受講

生 10人に加えて、他大学の学生や研究者、普段科学や医療、大学関連

の取材をされている新聞記者さんなど計 20人（うち、大阪大学教職員

5人）が参加しました。 

 今日のお話しはこんな問いかけから始まりました。「みなさん、こう思ってないですか？『質の良い科

学報道が身の回りに多くあれば、科学に対する人々の理解や興味関心は上がる。』『科学報道の質の向上

のためには、ジャーナリストが科学に対する素養を持てば良い。』『科学者もまた、わかりやすい言葉で

情報を発信できるようになれば良い。』でも、これは本当なのでしょうか？」 

 部分的には正しいこともあるかもしれないけれど、必ずしも正しいとはいえないこれらの“神話”を

解体すべく、そこからは、ジャーナリズムのルーツ、ジャーナリズムの原則、科学の規範、科学レポー

ティングと科学ジャーナリズムの違い、新聞記事が世に出るまでのプロセス、リスクの相場観を伝える

ことの難しさ、サイエンス・メディア・センター（SMC）の活動、分断化していく世界の議論、といった

観点が紹介されました。盛りだくさんな 90分でした。 

 参加者からは、「メディアが求めるものと科学者側の伝えるものがズレてることが良く分かった。」「自

分の専門外のことですが、普段身近なメディアにどのような性質があるのか、自身の専攻とどう関係が

あるのか知れてよかったです。」「情報量が多く、充実した授業でした。自分の中で今日得た情報をゆっ

くり整理したいと思います。」というコメントが寄せられました。 
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第 26回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 

○タイトル：職業としてのサイエンスコミュニケーション ─「研究所」の研究広報─ 

○ゲスト：山岸 敦（理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター チーフ・サイエンスコミュ

ニケーター） 

○日時：2017年 6月 20日（火）16:20〜17:50 

○場所：大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進機構 ステューデントコモンズ２階 セミナー室 A 

○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 2017 年 6月 20日（火）に、大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進

機構ステューデントコモンズ 2階セミナー室 Aにて、第 26回「公共圏

における科学技術政策」に関する研究会（STiPS Handai研究会）「職

業としてのサイエンスコミュニケーション ─「研究所」の研究広報─」

を開催しました（授業「科学技術コミュニケーション入門 B」の一環

として開催）。 

 今回は、理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センターの山

岸敦さんを講師としてお招きしました。この研究会には、いつも授業

に参加をしている学生さんなど 6人に加えて、外部の方、大阪大学教

職員など計 13人が参加しました。 

 まずは 50分程度、山岸さんから自己紹介&お仕事紹介をしていただき、その後、ちょっと長めの質疑

応答の時間としました。お話の内容の一部をご紹介すると・・・ 

・山岸さんは、自身の仕事を大きく「Communication」と「Production」に分類しているそうです。

「Communication」は、メディアでの発信や市民との交流の場を設計すること。そして、「Production」

というのは、広報ツールの制作をすることです。 

・日々の仕事時間の半分ぐらいは、プレスリリースの作成に関することだそうです。山岸さんが所属さ

れているセンターからは、とても多様な分野（工学分野、生命科学分野、有機化学分野など）の論文が

発表されているのですが、これら全ての原著論文を読み、プレスリリースの作成に関わっていらっしゃ

るのだそうです。 

・JT生命誌研究館（BRH）にお勤めの頃から関わってきた「Science Communication & Production」とい

う考え方についてもご紹介いただきました。研究者にも非専門家にも魅力的なモノをつくることを目指

していきたいということ。そのためには、研究者と表現のプロとの間にたって、研究者の頭の中にある

ものを丁寧にすくい取って表現者に伝えることが必要であるということなどを、お話ししていただきま

した。 

 参加者からは、「職業としての研究機関広報の役割や目的が非常にわかりやすかった。」「コミュニケー

ターが組織に所属するか、フリーであるかによって、やれることや目指すものが違うことは発見だった。」

「非専門家を対象としたイベントで、副次的に研究者同士の交流が上手くいくという（「ゲノムひろば」

の）例が非常に興味深い。」などのコメントが寄せられました。   
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第 27回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 

○タイトル：「高校」というフィールドでの科学教育 

○ゲスト：進藤 明彦（神戸大学アドミッションセンター 特命准教授） 

○日時：2017年 6月 27日（火）16:20〜17:50 

○場所：大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進機構 ステューデントコモンズ２階 セミナー室 A 

○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 2017 年 6月 27日（火）に、大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進

機構ステューデントコモンズ 2階セミナー室 Aにて、第 27回「公共圏

における科学技術政策」に関する研究会（STiPS Handai研究会）「『高

校』というフィールドでの科学教育」を開催しました（授業「科学技

術コミュニケーション入門 B」の一環として開催）。今回は、神戸大学

の進藤明彦さんを講師としてお招きしました。この日の研究会には、

11人（うち、大阪大学教職員 3人）が参加しました。 

 2016 年 3月までは高校の生物教員だった進藤さんは、今は神戸大学

で AO 入試の開発に関わるお仕事をされています。今後は、AO 入試を

通じて大学に入る学生さんの入学前教育の開発も進めるのだそうです。職場をがらっと変えたその訳は、

「日本の入試を変えたかったから。そして、入試を変えることを通じて、高校教育を変えたかったから。」

だそうです。 

 高校の生物教員時代も、多様な活動をされていました。そのうちの 1つが、「高校生オススメ全国科学

館・博物館ガイド」作成プロジェクト。全国のスーパーサイエンスハイスクール（SSH）指定校に呼びか

けて行ったもので、博物館利用が少ない中学生や高校生に向けたガイドブックを、高校生視点で作成し

てみよう！というプロジェクトでした。まずは全国から日本科学未来館に集合して事前研修を行い、そ

の後は各学校に戻って地元の科学館や博物館を取材し、そして、各校 4 ページ分のガイドを作成して、

最後はみんなで再び集まって発表会。高校生の科学コミュニケーション能力の向上、高校と博物館との

連携促進を目指したこのプロジェクトの成果物は、WEB上に掲載され、誰でもダウンロードできるように

もなっています。 

 JST理科教育支援センターでお仕事をされていた時期もあったそうです。この時には、理科才能教育に

関する提言をまとめて報告書を出したり、全国の学校の先生を対象にした実態調査を行ったりされてい

ました。 

 こんなにアクティブな高校教員になったきっかけは、勤務校で課題研究の指導を始めたこと、だそう

です。いろいろな情報を集める中で、海外の中高生対象の研究発表会（規模も大きいし、かっこいい！）

を見て衝撃を受けたり、現状の日本の高校の現場が抱える課題を認識したり、大学入試制度の弊害を感

じたりする中で、既存の枠から少しずつはみ出る活動もするようになったのだそうです。 

 参加者を交えたディスカッションの時間では、「高校生が課題研究に取り組むには、本当は研究スキル

のようなものを順番に伝えていかないといけないのだけれど、それがなかなか難しい」ということにつ

いて、また、「海外の科学研究発表会が日本よりもだいぶ盛り上がっているのはなぜだ？」ということに

ついて、盛り上がりました。  
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第 28回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 

○タイトル：科学医療部記者の働き方 

○ゲスト：小坪 遊（朝日新聞科学医療部 記者） 

○日時：2017年 7月 4日（火）16:20〜17:50 

○場所：大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進機構 ステューデントコモンズ２階 セミナー室 A 

○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 2017 年 7 月 4 日（火）に、大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進

機構ステューデントコモンズ 2階セミナー室 Aにて、第 28回「公共圏

における科学技術政策」に関する研究会（STiPS Handai 研究会）「科

学医療部記者の働き方」を開催しました（授業「科学技術コミュニケ

ーション入門 B」の一環として開催）。この日の研究会には、学生 3人

と大阪大学教職員 5 人、計 8 人が参加しました。台風の影響でお天気

が悪く、いつもよりも参加人数が少なくなりました。 

 ダニやアリの研究をしていた学生時代から朝日新聞科学医療部に至

るまでの経緯を楽しく紹介していただきました。医療系の取材を 1 年

半担当した後、2011年 9月からは地震防災の担当へ。そして、2013年から 2年間は福島県でお仕事をさ

れていました。2015 年からは東京に戻って、環境分野を担当されています。この日の数日前は、アラス

カで取材をされていたそうです。 

 新聞記者としての仕事内容を丁寧に紹介していただきました。例えば、取材で「人から話をきく」と

きには、次の 3パターンがあるそうです。１）研究者にきく、２）役所、政治家にきく、3）ふつうの人

にきく。 

１）研究者にきく：「その科学や技術がどういうメカニズムなのか（例えば、iPS 細胞はどうやってでき

るのか、除染ってどうやって行われるのか、など）」、「どのような意義があるのか」、「開発秘話はあるの

か」ということをきく。 

2）役所、政治家にきく：「政策決定や実施において、どのような科学的知見や技術を使うのか」、「科学

的知見があるにもかかわらず、なぜ政策が行われないのか」ということをきく。現状の制度や関連する

エビデンスを調べて記事にすることで、制度や政策が動くきっかけになることもある。 

3）ふつうの人にきく：「その科学や技術をどう評価しているのか」、「その発見や技術はあなたに何をも

たらしますか」、「科学や技術はあなたを幸せにしますか」ということをきく。技術が進めば必ず幸せに

なるのか、ということも問い直したい。 

 「読んでもらえる記事を書く」ということを心がけていらっしゃるそうです。そのために、記事にも

遊びの要素を入れたりすることも。ただ、テーマによっては、慎重に書かなければならないものもあり

ます（例えば、患者さんの期待をあおりすぎないように、まだ学会発表だけだ、など）。そして、「科学

医療部員である前に、記者である」という気持ちも大事にされているそうです。 

 参加者からは次のような感想が届きました。「科学ジャーナリストという職業が持つ、科学技術の仕組

みの理解、より包括的な公共性の見極め、といった使命というものを理解できた。」「“表現の仕方”につ

いて記者の方が心がけていること、というのは、今後自分が“受け手”として新聞記事などを読むとき

はもちろん、自分が“語り手”となる際にも非常に役立つ内容だと感じた。」   
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 第 29 回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 

○タイトル：国家公務員からみた「科学技術と社会の関係」 

○ゲスト：斉藤 卓也（文部科学省研究振興局基礎研究振興課 基礎研究推進室長） 

○日時：2017年 7月 11日（火）16:20〜17:50 

○場所：大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進機構 ステューデントコモンズ２階 セミナー室 A 

○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 2017 年 7 月 11 日（火）、文部科学省の斉藤卓也さんをお招きして、

第 29回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会（STiPS Handai
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STiPSの授業「科学技術コミュニケーション入門 B」の受講者だけでは

なく、文学部の授業「科学史・科学論講義」の受講者、学外からお越

しの方など、多様な方にご参加いただきました。 

 まずは、斉藤さんが国家公務員としてお仕事をされるときの根本的

な問題意識、そして、日本の科学技術の現状についてのお話からです。「自分の子供たちは、自分たちと

同じ生活をできるか。日本に生まれてよかったと思えるか。」こんな問いを日々思い浮かべつつ、お仕事

をされているそうです。主要国のエネルギー自給率・食料自給率、人口動態、税収といったデータを示
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仕組み、第５期科学技術基本計画の概要や、現在日本が目指している「Society 5.0」の概略、そして、

現在日本の科学技術行政が抱えている課題の概略をお話しいただきました。 

 日本の科学技術の課題に対応する政策をつくるにあたり、行政はどのように社会の将来像を描けばい

いのか。未来の社会像をあるべき姿を描いた上で今すべきことを考える、というバックキャスト型の政

策形成のあり方についてのお話しもありました。またそれと関連して、文部科学省の中に設置された「対

話型政策形成室」の紹介もしていただきました。 

 後半は質疑応答の時間。多様な角度からの質問が飛び出しました。例えば、「お話を聞きながら、研究

者ではない（文系の）私の役割ってなんだろう？ということを考えていました。」というもの。斉藤さん

は、「科学技術政策を進める上でも、法律や経済といったいわゆる文系の人になじみの深い社会の仕組み

と一緒に考えていくことが大事。実際に、金融関係の人とサイエンスの人が一緒に勉強会をしていたり

もするんですよ。」と、文理の壁を超えて科学技術政策に取り組む事例について紹介されていました。 

 終了後に学生さんたちが書いてくれた感想には、こんな言葉が並んでいました。「一人一人が技術をた

だ受け取るだけではなく、先を一緒に考えることは私たちの義務なのではないか、と考えました。」「1つ

の問題についてもいろいろな角度からのアプローチが必要で、どこかを変えればなんとかなる話ではな

いのだということを強く感じました。」「産学連携の話題が興味深かった。産学官で議論できるような場

を増やしていくとともに社会全体の意識も変えていく必要があるのだろうが、なかなか難しそうだなと

も感じる。」 
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第 30回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 

○タイトル：科学コミュニケーターは職業にできるのか？ 

○ゲスト：本田 隆行（科学コミュニケーター（フリーランス）） 

○日時：2017年 7月 18日（火）16:20〜17:50 

○場所：大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進機構 ステューデントコモンズ２階 セミナー室 A 

○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 2017 年 7月 18日（火）は、記念すべき 30回目の「公共圏における

科学技術政策」に関する研究会（STiPS Handai研究会）でした（授業

「科学技術コミュニケーション入門 B」の一環として開催）。今回は、

科学コミュニケーターの本田隆行さんをお招きし、「科学コミュニケー

ターは職業にできるのか？」というテーマを取り上げました。この日

の参加者は、12人（うち、大阪大学教職員 4人）でした。 

 本田さんが大学院を卒業してから、フリーランスの科学コミュニケ

ーターになるまでの経緯を伺い、そして、今何を仕事にしているのか

を紹介していただきました。枚方市役所に 3 年間務め、その間にはソ

ーシャルワーカーから、環境担当、広報担当まで幅広い部署を経験したそうです。ふと目にした日本科

学未来館の科学コミュニケーター募集の記事がきっかけで、転職を決意。日本科学未来館では、科学コ

ミュニケーターとして展示解説をしたり、NHK Eテレ「サイエンス ZERO」に出場して、初代キングオブサ

イエンスコミュニケーターになったり。 

 フリーランス科学コミュニケーターになったのは、2015 年の夏です。フリーランスになる前に、周り

の人に相談をしたときには、「科学コミュニケーターは職業じゃない。職能だ。」と言われ続けたそうで

す。それでも、「未来館の外に出たらどうなるんだろう？」とチャレンジしたい気持ちが勝って独立。今

は、いろいろな人のつながりで、いろいろなお仕事をされているそうです。例えば、科学イベントの司

会、科学館や博物館の展示監修、科学絵本の監修などなど、本当に幅広く活動されています。 

 質疑応答の時間には、「科学コミュニケーター」という職業に興味のある学生さんから、たくさんの質

問が飛び出しました。その中の 1 つは、「フリーランスとしてやっていけている秘訣ってありますか？」

というもの。本田さんの答えは、「コミュニティに溶け込むことができること。でも、染まりすぎないこ

とも大事。それは、枚方市役所でソーシャルワーカーとして働いた経験が活きているかもしれない。」と

いうものでした。 

 参加者からの感想を一つだけご紹介します。「非常にわかりやすく、興味深い話を聞かせていただきま

した。今回のお話を受けて、自分が将来どういった形で活動を行っていくのかを改めて考えていきたい

と思いました。」 
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第 31回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 

○タイトル：企業によるイノベーションの促進 

○ゲスト：青島 矢一（一橋大学イノベーション研究センター 教授） 

○日時：2017年 8月 10日（木）13:00～16:10 

○場所：大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進機構 ステューデントコモンズ 2階 セミナー室 A 

○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 2017 年 8月 10日（木）、一橋大学イノベーション研究センターの青

島矢一先生をお招きして、第 31回「公共圏における科学技術政策」に

関する研究会（STiPS Handai研究会）「企業によるイノベーションの

促進」を開催しました。この日の参加者は 12人。普段 STiPSが提供す

る授業を履修している学生が主でしたが、他にも工学部の学生や学内

の教員が参加していました。 

 前半の 90分は、青島先生から、経営学の観点からみた企業活動の概

要や、企業によるイノベーションの事例についてのお話を聞きました。

その後、後半の 90分では、2つのグループに分かれてディスカッショ

ンを行いました。 

 それぞれのグループに与えられたディスカッションのお題は、「企業のイノベーションを促進するため

に、企業に所属する者（経営者および社員）の観点（企業の内側の観点）から何が出来るか」そして、「企

業のイノベーションを促進するために、政策立案の観点（企業の外側の観点）から何が出来るか」とい

うもの。最後は、各グループでの議論の内容を共有し、青島先生を交えた全体ディスカッションも行い

ました。 
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第 32回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 

○タイトル：自然史博物館が創りだす新しいコミュニケーションのかたち 

○ゲスト：三橋 弘宗（兵庫県立人と自然の博物館 主任研究員） 

○日時：2017年 12月 5日（火）16:20～17:50 

○場所：大阪大学吹田キャンパス テクノアライアンス棟 1階 交流サロン 

○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 2017 年 12月 5日（火）に、大阪大学吹田キャンパス テクノアライ

アンス棟 1階 交流サロンにて、第 32 回 STiPS-Handai 研究会「自然

史博物館が創りだす新しいコミュニケーションのかたち」が開催され

ました（授業「科学技術コミュニケーション入門 B」の一環として開

催）。この日は、授業「科学技術コミュニケーション入門 B」に履修登

録をしている学生さんに加えて、外部の方、大阪大学教職員など計 11

人が参加しました。 

 今回は、兵庫県立人と自然の博物館で主任研究員をされている三橋

弘宗さんを講師にお招きしました。50分ほど三橋さんのお話を聞いた

後で、質疑応答に移りました。 

 もともとは土木工学を専攻されていたという三橋さん。その後、基礎理学や陸水学、保全生物学へと

活動のフィールドを広げてこられました。今は環境保全学や生態系保全学に深く関わっておられますが、

これまでの多様な分野での研究経験が現在の活動につながっているそうです。 

 講演の中で紹介された三橋さんのお仕事の一つに、昆虫や植物などを樹脂で固めて作る「触ることが

できる（ハンズオン）標本」があります。この標本により、博物館を訪れた人がその動植物をより身近

に感じることができます。この標本作成技術を、兵庫県内の高校のキノコ部に提供したりもしています。

開催したキノコ展のリアルな展示は共感を呼び、多くのメディアでも紹介されました。キノコ部の部員

の中には、大学に進学してさらに研究を深めたいと考える人や、学校教員を志望する人、活動を通して

シミュレーション技術を学んだ人など、部員のそれぞれが科学と関わるような良い影響が生まれました。

さらに、高校の美術部にポスターを作成してもらったり、これまでのキノコの収集活動の記録からデー

タベースを作って解析したり、キノコ展示の場を広げるなど、より多くの人がこの活動を認知し、関わ

るようになったそうです。このように、「一見難しくて、出来ないと思ってしまう」技術を誰もが作成で

きるようにダウンサイジングした結果、キノコ部の活動のように、様々な成果を生み出し、多くの人に

認められ、影響を与える「科学コミュニケーション」が行われたことが分かりました。これは博物館な

らではの取り組みです。難しそうなことを誰でもできそうだと思ってもらうことでさまざまな展開が生

まれていました。 

 このほか、行政に依存しすぎずに自然再生を確実にする「小さな自然再生」のプロジェクトにも関わ

っておられました。小さな自然再生とは、自分たちで調達できる予算の範囲で、計画や作業に様々な人

が参画し、手直しや撤去も速やかにすることができる自然再生のことです。小さな自然再生では、大き

な事業と違い一人一人が少しずつできるレベルで続けていくことを特に大切にしています。その小さな

成功を続けることで自治体や地域も認め、動いてくれるようになると話されていました。例えば、川に

ある段差によって、オオサンショウウオがその段差を自力でのぼれず上流で産卵できなくなっていると
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史博物館が創りだす新しいコミュニケーションのかたち」が開催され

ました（授業「科学技術コミュニケーション入門 B」の一環として開

催）。この日は、授業「科学技術コミュニケーション入門 B」に履修登

録をしている学生さんに加えて、外部の方、大阪大学教職員など計 11

人が参加しました。 

 今回は、兵庫県立人と自然の博物館で主任研究員をされている三橋

弘宗さんを講師にお招きしました。50分ほど三橋さんのお話を聞いた

後で、質疑応答に移りました。 

 もともとは土木工学を専攻されていたという三橋さん。その後、基礎理学や陸水学、保全生物学へと

活動のフィールドを広げてこられました。今は環境保全学や生態系保全学に深く関わっておられますが、

これまでの多様な分野での研究経験が現在の活動につながっているそうです。 

 講演の中で紹介された三橋さんのお仕事の一つに、昆虫や植物などを樹脂で固めて作る「触ることが

できる（ハンズオン）標本」があります。この標本により、博物館を訪れた人がその動植物をより身近

に感じることができます。この標本作成技術を、兵庫県内の高校のキノコ部に提供したりもしています。

開催したキノコ展のリアルな展示は共感を呼び、多くのメディアでも紹介されました。キノコ部の部員

の中には、大学に進学してさらに研究を深めたいと考える人や、学校教員を志望する人、活動を通して

シミュレーション技術を学んだ人など、部員のそれぞれが科学と関わるような良い影響が生まれました。

さらに、高校の美術部にポスターを作成してもらったり、これまでのキノコの収集活動の記録からデー

タベースを作って解析したり、キノコ展示の場を広げるなど、より多くの人がこの活動を認知し、関わ

るようになったそうです。このように、「一見難しくて、出来ないと思ってしまう」技術を誰もが作成で

きるようにダウンサイジングした結果、キノコ部の活動のように、様々な成果を生み出し、多くの人に

認められ、影響を与える「科学コミュニケーション」が行われたことが分かりました。これは博物館な

らではの取り組みです。難しそうなことを誰でもできそうだと思ってもらうことでさまざまな展開が生

まれていました。 

 このほか、行政に依存しすぎずに自然再生を確実にする「小さな自然再生」のプロジェクトにも関わ

っておられました。小さな自然再生とは、自分たちで調達できる予算の範囲で、計画や作業に様々な人

が参画し、手直しや撤去も速やかにすることができる自然再生のことです。小さな自然再生では、大き

な事業と違い一人一人が少しずつできるレベルで続けていくことを特に大切にしています。その小さな

成功を続けることで自治体や地域も認め、動いてくれるようになると話されていました。例えば、川に

ある段差によって、オオサンショウウオがその段差を自力でのぼれず上流で産卵できなくなっていると
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ころがありました。そこでオオサンショウウオでも登ることができるように、石を詰めた枠を積んで一

段あたりの高さを低くするという改善を行いました。これは行政に工事を頼んだのではありません。ほ

かにもこういった自然再生が市民活動として実践・継続されているそうです。 

 今年の夏大きく騒がれたヒアリの問題にも、三橋さんは日本生態学会の近畿地区会の会長として関わ

ることを余儀なくされました。過去、セアカゴケグモが発見されたときには、研究者間のコンセンサス

がなかったり、一部の研究者に負担が集中したりしていました。その時の経験を踏まえ、今回は、全国

の博物館や研究施設でネットワークを作り、ヒアリの標本や情報を、研究者や行政、民間企業で共有す

ることで、各地で発見されるアリの鑑定や専門家がサポートする体制を全国に整えたそうです。日本生

態学会として国土交通大臣と環境大臣に要望書を提出する際にも、担当者として三橋さんが大きな貢献

をされたそうです。 

 ここからは会場からの質問に答える形でお話が進みました。「高校生への指導に際して工夫している点

は？」という質問には、「生徒に自分でなんでもやってもらう。生徒の興味に合わせて次のステップを生

徒自身にさせることを大切にしている。」とおっしゃっていました。先生主導ではなく生徒が中心になっ

て進めることで、将来科学に携わる人材の育成にもつながっているのではないかと感じました。他にも

「市民の人と一緒に活動をするときに、“本当はもっとこうして欲しかったのに”ということはあったり

するものですか？」「多様な活動はどのようなきっかけで始まるのでしょう？」といった質問が出ていま

した。 

 三橋さんは博物館の立場で行政の内側と外側に適度な距離感で関わり、学校教育とも連携しながら生

態系管理が循環する仕組みをつくることに取り組まれていました。これらのお仕事は、多岐の分野にわ

たっており、すべてを通して様々な「科学コミュニケーション」が行われていることが分かりました。 

 

文：新貝 桃佳（医学部 4回生）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員 
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第 33回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 

○タイトル：宇宙開発プロジェクトとコミュニケーション 

○ゲスト：筒井 史哉（宇宙航空研究開発機構（JAXA）経営推進部 次長） 

○日時：2017年 12月 12日（火）16:20～17:50 

○場所：大阪大学吹田キャンパス テクノアライアンス棟 1階 交流サロン 

○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 2017 年 12月 12日（火）に、大阪大学 吹田キャンパス テクノアラ

イアンス棟 1階 交流サロンにおいて、「公共圏における科学技術政策」

に関する研究会（STiPS Handai研究会）が開催されました。今回は、

「宇宙開発プロジェクトとコミュニケーション」というタイトルで、

ゲストには宇宙航空研究開発機構（JAXA）の筒井史哉さんをお招きし

ました。授業「科学技術コミュニケーション入門 B」に履修登録をし

ている学生さんに加えて、外部の方、大阪大学教職員など計 13人が参

加しました。 

 筒井さんは東京大学工学部航空学科をご卒業後、宇宙開発事業団

（NASDA）（JAXAの前身の 1つ）に入社し、国際宇宙ステーション（ISS）

に関わるお仕事、特に日本実験棟「きぼう」の開発に十数年従事されていました。その後は宇宙航空研

究開発機構（JAXA）の経営推進部にてお仕事をなさっています。国際宇宙ステーション（ISS）や筑波宇

宙センターの試験設備について、図や写真を使いながら紹介してくださりました。 

 JAXA が担っているのは、宇宙関連事業に関して、政府、研究者、メーカー、海外宇宙関連機関、そし

て国民の間を仲介するという役です。分かりやすく例えで説明すると、仮に政府から「新たな GPS衛星

がほしい」といった要望が来たとします。そうしたときに、JAXAの持つ宇宙の知見を駆使して、そもそ

も財政的・技術的に新たな GPS衛星を作ることができるのかといったことを中央省庁と相談したり、搭

載すべき機能を明確化して具体的な設計案や企画実行の手順を整えて企業に発注をしたり、国民にその

意義を説明し是非を問うたりする必要があります。要するに宇宙に関する漠然とした要望を具体的な設

計案に変え、実行に移すことが、JAXAにとっての重要な仕事だということです。 

 筒井さんは他の事業とは違う宇宙事業ならではの開発に伴うリスクとして、次の 2点を挙げられてい

ました。 

1）宇宙の環境は、未だに解明されておらず設計の際に明確な条件設定がし難い場合がある点、また、解

明されていても地上の試験で再現できない場合がある点 

2）いままでに無いものを開発する場合はとくに、ユーザーの要望が曖昧であることが多い点 

 リスクをとって条件を設定したり、曖昧な要望を具体的な設計に落とし込んだりするのが JAXAの役割

だそうです。 

 さらに、宇宙事業に関して、「JAXAとメーカーとのコミュニケーション」、そして「JAXAと国民のコミ

ュニケーション」についてもお話がありました。まず、JAXAとメーカーとのコミュニケーションの際に

気をつけているのは、以下のことだそうです。 

・情報伝達は必ず後に残る形ですること 

・読んだ、見た相手が自分と同じものを想像できるような資料を作ることに細心の注意を払っていること 
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第 33回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 

○タイトル：宇宙開発プロジェクトとコミュニケーション 

○ゲスト：筒井 史哉（宇宙航空研究開発機構（JAXA）経営推進部 次長） 

○日時：2017年 12月 12日（火）16:20～17:50 

○場所：大阪大学吹田キャンパス テクノアライアンス棟 1階 交流サロン 

○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 2017年 12月 12日（火）に、大阪大学 吹田キャンパス テクノアラ

イアンス棟 1階 交流サロンにおいて、「公共圏における科学技術政策」

に関する研究会（STiPS Handai研究会）が開催されました。今回は、

「宇宙開発プロジェクトとコミュニケーション」というタイトルで、

ゲストには宇宙航空研究開発機構（JAXA）の筒井史哉さんをお招きし

ました。授業「科学技術コミュニケーション入門 B」に履修登録をし

ている学生さんに加えて、外部の方、大阪大学教職員など計 13人が参

加しました。 

 筒井さんは東京大学工学部航空学科をご卒業後、宇宙開発事業団

（NASDA）（JAXAの前身の 1つ）に入社し、国際宇宙ステーション（ISS）

に関わるお仕事、特に日本実験棟「きぼう」の開発に十数年従事されていました。その後は宇宙航空研

究開発機構（JAXA）の経営推進部にてお仕事をなさっています。国際宇宙ステーション（ISS）や筑波宇

宙センターの試験設備について、図や写真を使いながら紹介してくださりました。 

 JAXAが担っているのは、宇宙関連事業に関して、政府、研究者、メーカー、海外宇宙関連機関、そし

て国民の間を仲介するという役です。分かりやすく例えで説明すると、仮に政府から「新たな GPS衛星

がほしい」といった要望が来たとします。そうしたときに、JAXA の持つ宇宙の知見を駆使して、そもそ

も財政的・技術的に新たな GPS衛星を作ることができるのかといったことを中央省庁と相談したり、搭

載すべき機能を明確化して具体的な設計案や企画実行の手順を整えて企業に発注をしたり、国民にその

意義を説明し是非を問うたりする必要があります。要するに宇宙に関する漠然とした要望を具体的な設

計案に変え、実行に移すことが、JAXAにとっての重要な仕事だということです。 

 筒井さんは他の事業とは違う宇宙事業ならではの開発に伴うリスクとして、次の 2点を挙げられてい

ました。 

1）宇宙の環境は、未だに解明されておらず設計の際に明確な条件設定がし難い場合がある点、また、解

明されていても地上の試験で再現できない場合がある点 

2）いままでに無いものを開発する場合はとくに、ユーザーの要望が曖昧であることが多い点 

 リスクをとって条件を設定したり、曖昧な要望を具体的な設計に落とし込んだりするのが JAXAの役割

だそうです。 

 さらに、宇宙事業に関して、「JAXAとメーカーとのコミュニケーション」、そして「JAXAと国民のコミ

ュニケーション」についてもお話がありました。まず、JAXAとメーカーとのコミュニケーションの際に

気をつけているのは、以下のことだそうです。 

・情報伝達は必ず後に残る形ですること 

・読んだ、見た相手が自分と同じものを想像できるような資料を作ることに細心の注意を払っていること 
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 誤解されないように、そして、曖昧さをできるだけ消すように心がけるのだそうです。宇宙ステーシ

ョンの他国のモジュールとのインタフェースの設計でも、ミリ、マイクロ単位での誤差が動作の成功失

敗に関わって来るため、細密な心遣いをしているそうです。 

 

 JAXA と国民のコミュニケーションにおいては、以下のことを大切にされているとか。 

・「face to face」で気持ちを伝達すること 

・情報の示し方は相手に合わせて考えること 

 わからないことはわからないと伝える。現在の時点でわかっていることをできるだけ詳細に、早く伝

える。そうすることが、今回の失敗の経験を踏まえ次に向けて真摯に取り組んでいるということを理解

してもらうために重要だということを、天体観測衛星「ひとみ」の失敗のときの経験を踏まえながらお

っしゃっていました。 

 以前は、プロジェクトの成果の説明や宣伝が主だったという「JAXAと国民のコミュニケーション」で

すが、最近では徐々に計画段階に多様な人々を巻き込むというタイプのコミュニケーションにもチャレ

ンジしつつあるそうです。2017 年 12月 8-9日に開催された「月極域探査に関するワークショップ」がそ

の 1例として紹介されました。月探査に関する専門家だけではなく、別の分野の研究者や民間企業、一

般の方を対象にしたワークショップでした。 

 最後の質疑応答の時間では出席者からたくさんの質問が飛び出しました。例えば「宇宙関連技術は、

もうアメリカやEUに任せてしまってもいいのでは？ということはありませんか？JAXAがわざわざ独自に

取り組んでいる意義はどういうところにあるのでしょう？」というもの。筒井さんは、「世界に負けない

技術的な競争力を日本企業につけてもらいたい。将来に向けて国内に技術を残し、産業を育てることが

できるという意義もあるのではないか」というお答えをされていました。 

 JAXA は宇宙の謎を解明すべく宇宙探査の計画・設計をしているのみならず、宇宙の持つ神秘性・未来

性に対する国民の関心を損なわないようなコミュニケーションにも努力している、ということを理解で

きた、密度の高い 90 分の研究会でした。 

 

文：平田 了也（人間科学部 2回生）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員 
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第 34回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 

○タイトル：科学と社会の＜間＞に立つメディア論 

○ゲスト：石戸 諭（BuzzFeed Japan 記者） 

○日時：2017年 12月 19日（火）16:20～17:50 

○場所：大阪大学吹田キャンパス テクノアライアンス棟 1階 交流サロン 

○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 2017 年 12月 19日（火）に、大阪大学 吹田キャンパス テクノアラ

イアンス棟 1階 交流サロンにて、第 34回「公共圏における科学技術

政策」に関する研究会（STiPS Handai研究会）「科学と社会の＜間＞に

立つメディア論」を開催しました（授業「科学技術コミュニケーショ

ン入門 B」の一環として開催）。大阪大学の学生、教職員など 11人が参

加しました。 

 今回は、BuzzFeed Japanの記者である石戸諭さんをゲスト講師とし

てお招きしました。以前は大手新聞社の社会部で記者をされていまし

たが、現在は専門を設けず幅広い分野に関してオンラインメディアに

掲載する記事を書いておられるそうです。 

 まずは、現在のメディア全般に関して、科学とメディアの関係に関して、多様な観点を提示していた

だきました。 

例えば・・・ 

・同じ事実を見ているのにも関わらず、その報道のされ方や市民の受け取り方にはギャップがあり、そ

の「すれ違い」を見ることができるところにもメディアの面白さがある。 

・オンラインメディアの出現により、ここ数年で既存メディアと報道のあり方に関して大きな変化がお

きている。記者に求められる能力も基本は変わらないが、変化への対応が求められている。例えば、イ

ンターネットメディアでも今までは新しいものをより早く伝える「速報」的な側面が重視されていたが、

最近ではそれだけでなく、取材力と分析力がさらに求められる「特集」的な記事にも価値をおくメディ

アもでてきた。 

・ネット上には記事がアーカイブされていくことになる。古いものでも“新しい”ものとして共有され

ることがある。“新しい”状態を保持することができる分、いつ読んでも古くならない記事を残せるかが

問われる。動画という伝え方に関しても、テレビでは一瞬で消費されてしまうが、ネット上の動画配信

サービスが提供されているようになり、時間的耐久性が強く求められるようになったともいえる。 

・メディアは専門家コミュニティーと市民の中間にあるべきもの。どの集団やどの情報を信頼し、どの

事実を伝え、なにが議論されているのか。伝える情報が何か選別する機能を一義的に任されているとこ

ろがある。 

・新聞社の強みとして、組織力が強く記者の教育体制が整っていること、「硬いメディア」として一定の

ニーズがあることがあげられる。 

・メディアとの親和性の有無だけでなく、出るべきとされている領域とそうでない領域がある。その中

でどこに取材し、どう報道するかはメディアにかかっている。「出たい」人だけではなく、自分からは出

たがらない研究者を発掘できる方が面白い。 
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第 34回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 

○タイトル：科学と社会の＜間＞に立つメディア論 

○ゲスト：石戸 諭（BuzzFeed Japan 記者） 

○日時：2017年 12月 19日（火）16:20～17:50 

○場所：大阪大学吹田キャンパス テクノアライアンス棟 1階 交流サロン 

○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 2017年 12月 19日（火）に、大阪大学 吹田キャンパス テクノアラ

イアンス棟 1階 交流サロンにて、第 34回「公共圏における科学技術

政策」に関する研究会（STiPS Handai研究会）「科学と社会の＜間＞に

立つメディア論」を開催しました（授業「科学技術コミュニケーショ

ン入門 B」の一環として開催）。大阪大学の学生、教職員など 11 人が参

加しました。 
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・メディアは専門家コミュニティーと市民の中間にあるべきもの。どの集団やどの情報を信頼し、どの

事実を伝え、なにが議論されているのか。伝える情報が何か選別する機能を一義的に任されているとこ

ろがある。 

・新聞社の強みとして、組織力が強く記者の教育体制が整っていること、「硬いメディア」として一定の

ニーズがあることがあげられる。 
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・科学や研究分野に関しては、読み手に判断を任せて誤解されてしまうとその研究自体が信頼を失って

しまい、結果として、その分野の不信感や不満に繋がる場合もある。娯楽的な面白さの感覚とは別でと

らえられるべきである。 

 後半は質疑応答の時間。新聞とオンラインメディアの違いについての話題が多くでました。その一部

をご紹介します。 

Q．オンラインメディアだからこそ伝わりやすいジャンル、伝わりにくいジャンルというものはあるので

しょうか？ 

A．オンラインメディアだからこそ伝わりやすいジャンルというのは特にないのではないか。ジャンルと

いうよりも記事の書き方による。伝え方次第なのではないか。記者はクリエイティブな仕事だと思って

いる。 

 

Q．科学技術や医療に関する話題がメディアに取り上げられる時によく「両論併記」がされる（Aという

説もあるけれど、Bの可能性もあるというように）けれど、それはそれで誤解を招くのではないかと思う

ことがある。 

A．両論併記するかどうかは、その話題による。必ずしも併記することが必要だとは思ってない。併記す

るにしても、50対 50で意見が分かれているように書くのではなく、少数意見はあくまで少数意見と明記

して書くべきだとは思っている。 

 新聞では掲載できる文字数に限界があるので、型どおりの両論併記になりがちなところがあるが、オ

ンラインメディアにはフォーマットが存在しない。文章量にも制限がないため、読み手にゆだねるよう

な「ゆらぎ」を残した記述をすることも可能。 

 両論併記を否定する必要はない。両論があると書くのはのはメディアとして一種の「責任の取り方」

でもある。 

 

文：三原 明穂（医学系研究科 博士前期課程 1年）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員 
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第 35回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 

○タイトル：“市民による市民のための科学”の成立と展開―コミュニケーションの視点から 

○ゲスト：上田 昌文（NPO法人市民科学研究室 代表理事） 

○日時：2018年 1月 9日（火）16:20～17:50 

○場所：大阪大学吹田キャンパス テクノアライアンス棟 1階 交流サロン 

○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 2018 年 1月 9日（火）に、第 35回 STiPS Handai研究会「“市民に

よる市民のための科学”の成立と展開―コミュニケーションの視点か

ら」を開催しました（授業「科学技術コミュニケーション入門 B」の

一環として開催）。今回は、NPO法人 市民科学研究室（以下、市民研）

の代表理事を務める上田昌文さんをゲスト講師としてお招きし、市民

研の活動について紹介していただきました。この研究会には、授業を

履修している学生や大阪大学教職員など 9人が参加しました。 

 市民研はリビングサイエンス（生活を起点にした科学）という概念

を手掛かりに「生活者にとってより良い科学技術とは」を考え、その

アイデアの実現を目指す NPO法人です。ウェブサイトはこちら

（http://www.shiminkagaku.org/csij-first-time/aboutus/）。市民研が設立されたのは 1992年 7月（法

人格所得は 2005年 3月）とのことですが、上田さんが市民研の専業として「食べていけるようになった」

のは、ここ 10 年のことだそうです。現在の組織の収入は 300人弱の会員からの年会費や寄付によって賄

われているそうです。 

 市民研の活動としては、テーマごとに分かれた研究会が主体で、電磁波やナノテクノロジー、防災、

低線量被ばくなど、様々な分野に取り組んでいます。その他の活動として、以下のような取り組みを行

っています。 

・講師を招いて開催する市民科学講座 

・隔月で発行される機関紙「市民研通信」 

・メーリングリスト運用（会員限定サービス） 

・HP更新（1日 1篇の注目の文献紹介など） 

・電話相談受付 

 当日のお話の中で一番印象に残ったのは、東日本大震災及び福島第一原子力発電所の事故後の、放射

能に関する市民研の活動でした。東日本大震災後、原子力発電所の事故により、多くの人がこれまで意

識してこなかった被曝リスクについて、日常生活の中で様々な判断が求められるようになりました。そ

んな時、上田さんは子どもを持つ東京の女性から電話相談を受けました。「放射能は大人より子供の方が、

影響が大きいと聞いているが、子どものことを語ってくれる情報がネット上にはない。また、子供自身

に分かるように話してくれる人は誰もいない。だから何とかしてほしい。」 

 相談者に実際に会って話を聞いてみると、話の中でイラストを描くのが得意な方だと分かりました。

「それを活かして一緒にワークショップを作りませんか？」ということで、子ども向けに放射能のこと

を伝えるワークショップを開催することになったそうです。その後、支援者が増え、場所を東京から千

葉、埼玉と拡大して継続開催されました。 
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 やがて、この活動が行政や NGO に認知され、子ども支援の国際 NGOである「Save the Children Japan」

や環境省除染情報プラザと協働し、それまで中学校では手が回らなかった、子ども向け放射線教育が行

われるようになりました。この放射線教育では、放射能に関する科学的知識だけではなく、社会的な問

題（風評・避難・対人関係）も取り扱っています。（＊2013年 12月から Save the Children Japanと市

民研が共同で進めてきたワークショップ「放射能リテラシーワークショップ」の成果がハンドブック『み

らいへのとびら』（http://www.savechildren.or.jp/jpnem/jpn/pdf/tobira.pdf）にまとめられています。） 

 また、放射能に関するワークショップを開催しただけでなく、福島市や伊達市などで子ども向けに線

量計が配布されるようになったのも市民研の上田さんの提言がきっかけだそうです。震災後すぐ、上田

さんは放射能に関する電話相談がきっかけで伊達市を訪れました。そこでは高校生が放射線量の測定さ

れていないグラウンドで運動部の部活動をしていることを知り、これはさすがに問題だろうと考えまし

た。その後、医療従事者用の線量計を製作しているメーカーに、線量計を安く大量に配布できないか問

い合わせ、「やってみましょう」と返事をもらいます。そして、現地の市議会議員さんにかけあい、市議

会を経たのち、伊達市・福島市の子どもに線量計が配布される運びになりました。その後、福島のほと

んどの地域で、大人も含めて線量計の貸し出しが定着しました。 

 その他にも、ロシアの研究者と繋がりを持つ研究会のメンバーを通じて、国際シンポジウムを開催し

たり、東京大学と連携して放射線の健康影響に関して意見の対立する専門家を交えた意見交換パネルを

開催したり、非常にスケールの大きな活動に従事されています。 

 他にも、身近な日常生活に潜むリスクへの取り組みの具体例として、スマートフォンなどの家電製品

から発生している電磁波、消臭剤に使用されている化学物質、化粧品や日焼け止めクリームなどに用い

られているナノ粒子を挙げていただきました。不安を感じた相談者に対して、市民研でどのような調査

を行い、相談者や他の関係者（市民、市民研会員、メーカーの技術者、行政、政治家等）にフィードバ

ックするか、事例紹介をしていただきました。いずれのケースにおいても、製品の「安全性」はメーカ

ー側で確認されているかもしれないが、ユーザーである、わたしたちの使用状況が技術者側に把握され

ているか（生活の中でのトータルな曝露量はどれくらいになるのか、メーカーの想定していない使用方

法で使用者が危険を被っていないか）、などが問題点として挙げられるそうです。 

 今回の研究会では、市民研の活動の様々な事例を紹介していただきましたが、1）被害の現場とどのよ

うに繋がるか、2）反証のための科学データをどのように得るか、3）いかに社会での認知を高め、支援

を得るか、4）政治的決着に向けてどう動くか、というプロセスを、事例に合わせて適当な経路で展開し

ていくことが重要であると感じました。 

 市民研のこれまでの活動内容や、今後の活動予定は、市民研のウェブサイトに詳しくまとめられてい

ます。単なる活動報告掲示板ではなく、市民研で蓄積された運営情報や文献、関わった研究者の膨大な

知見が保管された貴重なアーカイブになっています。市民研の活動にご興味を持たれた方は、どうぞご

覧ください。 

 NPO法人 市民科学研究室 

 http://www.shiminkagaku.org/ 

 

文：横山 高史（工学研究科 博士後期課程）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員 
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第 36回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 

○タイトル：3. 11後の原子力政策 

○ゲスト：上川 龍之進（大阪大学大学院法学研究科 准教授） 

○日時：2018年 1月 11日（木）14:40～17:50 

○場所：大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進機構ステューデントコモンズ 2階 セミナー室 C 

○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 2018 年 1月 11日（木）に、大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進

機構ステューデントコモンズ 2階セミナー室 Cにて、第 36回「公共圏

における科学技術政策」に関する研究会（STiPS Handai研究会）「3. 11

後の原子力政策」を開催しました（授業「科学技術と公共政策 B」の

一環として開催）。今回は、大阪大学大学院法学研究科の上川龍之進 准

教授（写真の左が上川先生）をお招きしました。この研究会には、授

業の受講生 5人に加えて、大阪大学の教職員や学外からの参加者など

計 12人が参加しました。 

 研究会の前半は上川先生からの講演で、後半は質疑応答とディスカ

ッションの時間でした。 

 上川先生は、もともと、金融政策・金融行政に関するご研究が専門でした。ところが、3.11後の福島

第一原子力発電所の事故を受け、日本学術会議の東日本大震災学術調査をきっかけとして、原子力政策

についての研究にも関わるようになったのだそうです。複雑な経緯が絡み合った原子力政策。現状を理

解するためには、それらの経緯を 1つ１つ紐解かなくてはなりません。今回の STiPS Handai研究会では、

2011年 3月 11日以降の政権の動きや、政策策定の流れについて、詳細な経緯をご紹介いただきました。 

 講演の最後、上川先生から提示された論点は以下の通りです。休憩をはさんで後半は、これらの論点

にも触れつつ、参加者を交えた議論の時間になりました。 

1）なぜ経済的に合理的とは考え難い政策が決定・実施されることがあるのだろうか。 

2）専門性の高い政策について、国民世論と専門家の賛否が分かれた場合、どちらが優先されるべきであ

ろうか。 

3）裁判所や中央銀行のように、専門性の高い領域においては、専門家が政治から独立し判断を行うこと

が認められている（むしろその方が望ましいとされている）。そのような政策分野であれば、非民主的な

決定は許容されるのだろうか。電力・エネルギー政策や安全保障政策についてはどうであろうか。 

4）専門家の意見が一致しない場合、政策の是非についてどのように判断すべきなのだろうか。 

5）科学が発展すれば、政策をめぐる対立はなくなるのだろうか。 

 参加者からは、「原発事故に関しては、メディア等を通して色々と聞いていたつもりだったが、今回の

ように“線”として流れを追ったのは初めてで、新しく聞く話も多くあり勉強になった。」「外国との関

係や、原発のある自治体、与党を支援するのが電力会社であることなど、様々な利害関係がある中で下

された最終的な政治判断が原発回帰という結果になったという事実だけを見ると、国民の声は政策決定

の中でどう反映されたのか、という疑問が生じた。」という感想が寄せられました。 
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後の原子力政策」を開催しました（授業「科学技術と公共政策 B」の

一環として開催）。今回は、大阪大学大学院法学研究科の上川龍之進 准

教授（写真の左が上川先生）をお招きしました。この研究会には、授

業の受講生 5人に加えて、大阪大学の教職員や学外からの参加者など

計 12人が参加しました。 

 研究会の前半は上川先生からの講演で、後半は質疑応答とディスカ

ッションの時間でした。 

 上川先生は、もともと、金融政策・金融行政に関するご研究が専門でした。ところが、3.11 後の福島

第一原子力発電所の事故を受け、日本学術会議の東日本大震災学術調査をきっかけとして、原子力政策

についての研究にも関わるようになったのだそうです。複雑な経緯が絡み合った原子力政策。現状を理

解するためには、それらの経緯を 1つ１つ紐解かなくてはなりません。今回の STiPS Handai研究会では、

2011年 3月 11日以降の政権の動きや、政策策定の流れについて、詳細な経緯をご紹介いただきました。 

 講演の最後、上川先生から提示された論点は以下の通りです。休憩をはさんで後半は、これらの論点

にも触れつつ、参加者を交えた議論の時間になりました。 

1）なぜ経済的に合理的とは考え難い政策が決定・実施されることがあるのだろうか。 

2）専門性の高い政策について、国民世論と専門家の賛否が分かれた場合、どちらが優先されるべきであ

ろうか。 

3）裁判所や中央銀行のように、専門性の高い領域においては、専門家が政治から独立し判断を行うこと

が認められている（むしろその方が望ましいとされている）。そのような政策分野であれば、非民主的な

決定は許容されるのだろうか。電力・エネルギー政策や安全保障政策についてはどうであろうか。 

4）専門家の意見が一致しない場合、政策の是非についてどのように判断すべきなのだろうか。 

5）科学が発展すれば、政策をめぐる対立はなくなるのだろうか。 

 参加者からは、「原発事故に関しては、メディア等を通して色々と聞いていたつもりだったが、今回の

ように“線”として流れを追ったのは初めてで、新しく聞く話も多くあり勉強になった。」「外国との関

係や、原発のある自治体、与党を支援するのが電力会社であることなど、様々な利害関係がある中で下

された最終的な政治判断が原発回帰という結果になったという事実だけを見ると、国民の声は政策決定

の中でどう反映されたのか、という疑問が生じた。」という感想が寄せられました。 
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第 37回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 

○タイトル：科学技術「反省」白書にこめた思い 

○ゲスト：行松 泰弘（内閣府 宇宙開発戦略推進事務局 審議官） 

○日時：2018年 1月 16日（火）16:20～17:50 

○場所：大阪大学吹田キャンパス テクノアライアンス棟 1階 交流サロン 

○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 2018 年 1月 16日（火）、内閣府宇宙開発戦略推進事務局審議官の行

松泰弘さんをお招きして、第 37回「公共圏における科学技術政策」に

関する研究会（STiPS Handai研究会）「科学技術『反省』白書に込め

た思い」を開催しました。この日の会場（大阪大学吹田キャンパス テ

クノアライアンス棟 1階交流サロン）には、10人が集まりました。授

業「科学技術コミュニケーション入門 B」の受講者だけではなく、学

外からお越しの方や大阪大学の教員も参加しました。 

 行松さんにはまず 40分間ほどで、自己紹介とこれまでに取り組まれ

たお仕事の紹介をしていただきました。行松さんは現在、内閣府宇宙

開発戦略推進事務局に所属されていますが、最初は科学技術庁からそのキャリアをスタートされていま

す。入庁後から約 30 年の間におよそ 20の部署を経験し、様々な業務に取り組まれてきたそうです。例

えば、理化学研究所や大型放射光施設（Spring-8）といった科学技術の推進・整備のための業務や、原

子力防災対策や放射性廃棄物対策といった科学技術の利用に伴って生じる社会課題への対策に関わった

りされたのだそうです。また、外務省への出向経験もお持ちで、在露大使館科学担当としてロシアに滞

在されたこともあるそうです（集中的な特訓を受けてわずか三ヶ月でロシア語の新聞記事を読めるよう

になったのだそう）。2001年以降は文部科学省で同じく科学技術政策に携わり、生涯学習やスーパーサイ

エンスハイスクール（SSH）などの教育系の事業も手がけられました。そして、2012年には今回の研究会

のタイトルでもある科学技術白書の執筆において中心的な役割を担われています。 

 科学技術白書は、各年代において、どのような時代背景及び政策的意図の下でいかなる施策が講じら

れていたのかを記録する、歴史のテキストのような役割を担っています。今回のタイトルの一部である

「科学技術『反省』白書」は 2012年 6月の読売新聞の見出しから引用されていますが、『反省』とある

ように、2012年版科学技術白書は東日本大震災をきっかけに顕在化した科学技術に関する様々な課題や

教訓を記したものになっています。 

 行松さんにはこの課題や教訓について詳しくお話していただきました。東日本大震災により顕在化し

た課題として、1）リスク評価等のリスクへの対応が不十分であったこと、2）専門家による科学的知見

の提供が適切になされなかったこと、について、いくつか例を交えて説明されました。そして、これら

の課題が原因となり科学への不信感を募らせてしまった社会に対し、再び科学への信頼を構築してもら

うための取り組みについてのお話しがありました。欧米諸国にみられるような科学的助言の仕組み（科

学的判断と政策的意思決定を区別する、専門家の見解の不一致に対応する、等）が日本には欠けており、

リスク等を踏まえた政策判断を迅速かつ的確に行うための仕組みの構築が必要であるとのことでした。 

 また、東日本大震災に対する日本学術会議の声明についても言及がありました。この声明では、科学

的な助言と政策判断を「峻別する」という認識が表明されており、この「峻別」という言葉が 2012年度
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版科学技術白書で最も注目して欲しかったポイントだと紹介されました（2012年度版科学技術白書の

p.103にこの言葉は出てきます)。リスクと利益の比較的観点や科学技術の不確実性の捉え方について考

慮し、科学的助言と政策決定を峻別することが大事なポイントだと理解できました。またこのお話の後、

実際に科学的根拠と政策決定を峻別するべき事例についてもご紹介いただき、リスクコミュニケーショ

ンの話とも絡めてご説明いただきました。 

 そして最後は、これらの話から出てきた安全基準についてお話しいただき、レギュラトリーサイエン

ス領域を政策決定に活かしていくことの必要性や、同時に国民一人一人がリスクを正しく認識すること

の重要性について触れ、お話しを締めていただきました。 

 行松さんの話題提供に引き続いて行われた質疑応答・ディスカッションの時間には、リスクコミュニ

ケーションの課題や、行政が設定する基準値などについて、熱心な意見交換が繰り広げられました。 

 

文：吉田 篤（理学研究科 博士前期課程 1年）、「科学技術コミュニケーション入門 B」担当教員  
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第 38回「公共圏における科学技術政策」に関する研究会 

○タイトル：日本の科学技術イノベーション政策の現状 

○ゲスト：中澤 恵太（文部科学省 科学技術・学術政策局 企画評価課 政策科学推進室長・企画官） 

○日時：2018年 1月 25日（木）14:40～17:50 

○場所：大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進機構ステューデントコモンズ 2階 セミナー室 C 

○主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

  

 2018 年 1月 25日（木）に、大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進

機構ステューデントコモンズ 2階セミナー室 Cにて、第 38回「公共圏

における科学技術政策」に関する研究会（STiPS Handai研究会）「日

本の科学技術イノベーション政策の現状」を開催しました（授業「科

学技術と公共政策 B」の一環として開催）。この研究会には、授業の受

講生 5人に加えて、大阪大学の教職員や学外からの参加者など計 12人

が参加しました。 

 今回のゲストは、文部科学省の中澤恵太さんです。研究会の前半は

中澤さんから、今の日本が置かれている現状や科学技術イノベーショ

ン政策の概略、文部科学省内での具体的な政策立案について、また、中澤さんご自身が取り組まれてき

た事業についてのお話を伺いました。後半は質疑応答や配布資料の補足説明などが活発に行われました。 

 中澤さんは、2017 年 7月から、文部科学省内の科学技術・学術政策局企画評価課というところで、科

学技術イノベーション政策における「政策のための科学」推進事業（SciREX）に関わっていらっしゃい

ます。その前は、産学官連携や大学発ベンチャーに関わる施策を担当されていたということで、今回の

研究会では、大学発ベンチャーにまつわるお話を多く聞かせていただきました。 

 研究会に参加していた学生からは、「丁寧に説明してくださって、とてもわかりやすかった。どのよう

に政策が動くのか、イメージがつきやすくなった。」「科学技術は政策としてアクションを起こしてから

成果がでてくるまでのパスが非常に多く、時間がかかるというのは確かにおっしゃる通りだと思った。

目的やステークホルダーが多いが故に万人が利益を得られるような政策立案の難しさを感じた。」という

感想が寄せられました。 
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 共催：学術政策セミナー 

 研究者、事務系職員、URA 業務に関心のある方を対象に企画された「学術政策セミナー」（主催：大阪

大学大型教育研究プロジェクト支援室）が開催されました。 

 

【共催イベント】第 7回学術政策セミナー -大学のこれからを考える- 

○タイトル：社会から共感を得る大学となるために 

○講演者：小林 傳司（大阪大学 理事・副学長）、岸本 幸子（公益財団法人パブリックリソース財団 専

務理事） 

○日時：2017年 7月 11日（火）13:30～15:30 

○場所：大阪大学吹田キャンパス サイバーメディアコモンズ 

○主催：大阪大学経営企画オフィス URAプロジェクト 

○共催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 2004 年 4 月に国立大学が法人化してから、十数年が経過しまし

た。法人化される際に、国立大学は、財政的な面において国からの

自律的な運営が求められました。また、ガバナンスという視点から

も役員や経営協議会委員に学外者の参画を促し、学長中心に大学が

運営されることが期待されていました。更に、国立大学内の改革と

併せて、社会との関係も変化が生じています。2015 年に出された

「国立大学経営力戦略」では、「国立大学が、社会変革のエンジン

として「知の創出機能」を最大化」をしていくことなど、より一層

社会とのかかわりも求められるようになり、社会のステークホルダ

ーと共に課題を解決することが期待されています。 

 

 本セミナーでは、話題提供 1において上記のような大学が置かれ

た現状について、参加者との問題共有を行いたいと思います。次に

話題提供 2 では、社会のステークホルダーから「共感」や「信頼」

を得るためにどうすればよいかを考えるヒントとして、公益性の高い組織・仕組みへの寄附について話

題提供を頂きます。 

 

 その上で、「社会から共感を得る大学」の役割を考え、参加者一人一人がそのためにどのようなことを

すべきかについて議論を行いたいと思います。 

 

 本セミナーは大阪大学の教職員を対象として企画しておりますが、他大学や官公庁等の皆様にもご参

加いただけます。また、大阪大学職員研修としてもご参加いただけます。（告知文より） 
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 共催：学術政策セミナー 
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【共催イベント】第 8回学術政策セミナー -大学のこれからを考える- 

○タイトル：研究を支える多様な仕掛け 

○講演者：野地 澄晴（徳島大学 学長）、中辻 憲夫（一般財団法人中辻創智社 代表理事） 

○日時：2017年 10月 26日（木）13:30～15:30 

○場所：大阪大学 吹田キャンパス サイバーメディアコモンズ 

○主催：大阪大学経営企画オフィス URAプロジェクト 

○共催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 昨今、研究を支える仕組みが多様化しつつあります。基礎的な研

究に取り組むためには科研費をはじめとした国の競争的資金はと

ても大切な資金源ではありますが、研究分野によって、或いは、研

究のアプローチによっては、他の資金源を活用することができるか

もしれません。一方、研究の振興には将来の研究を担う若手研究者

の育成が欠かせません。 

 

 本セミナーでは、話題提供 1において大学が、クラウドファンデ

ィングやクラウドソーシング等を利用しながら研究を支える仕組

みづくりをしている事例を紹介していただきます。次に話題提供 2

では、基礎研究の研究者でありながら、ベンチャー企業を立ち上げ、

得られた資金をもとに、広く若手を支援する財団を立ち上げられた

事例をうかがいます。 

 

 その後の全体討論では、大学が社会のステークホルダーの協力を得て研究に取り組むために望ましい、

「研究を支える多様な仕掛け」についてそれぞれの立場から議論を行いたいと思います。 

 

 本セミナーは大阪大学の教職員を対象として企画しておりますが、他大学や官公庁等の皆様にもご参

加いただけます。また、大阪大学職員研修としてもご参加いただけます。（告知文より） 
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【共催イベント】第 9回学術政策セミナー -大学のこれからを考える- 

○タイトル：役に立つ大学とはどういうことか？ 

○講演者：藤原 明（りそな総合研究所 リーナルビジネス部長）、木村 めぐみ（一橋大学イノベーショ

ン研究センター 特任講師） 

○日時：2018年 3月 14日（水）13:30～15:30 

○場所：大阪大学 吹田キャンパス テクノアライアンス棟 1階 アライアンスホール 

○主催：大阪大学経営企画オフィス URAプロジェクト 

○共催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 近年、学術研究においても社会的インパクトが求められるように

なってきました。特に、2015 年 9 月に国際連合において採択され

た「持続可能な開発目標（SDGs）」では、先進国を含む国際社会全

体の開発目標とした国際的なアジェンダが提示されました。このよ

うな社会に存在する様々な課題を解決するために、大学が蓄積する

多様な知識はどのような貢献ができるのでしょうか。 

 

 本セミナーでは、話題提供 1において金融機関の研究所に所属し

ながら地域の課題解決に協力をしてこられた経験から大学が持つ

知識はなにに貢献しうるのかについてお話を頂きます。話題提供 2

においては、英国の事例をもとに学術研究において蓄積された知識

がどのように社会に流通し得るのかについてお話をしていただき

ます。 

 

 大阪大学は、持続可能な共生社会を実現するための諸課題の解決策を提案するシンクタンク組織、社

会ソリューションイニシアティブ（SSI）を 2018 年 1 月に設立しました。大学がひとつの組織として、

社会とかかわり「役に立つ」にはどうすればよいのかを参加者のみなさんと考え、大学の構成員である

私たちの理解も深めたいと思います。 

 

 本セミナーは大阪大学の教職員を対象として企画しておりますが、他大学や官公庁の皆様にもご参加

いただけます。また、大阪大学職員研修としてもご参加いただけます。（告知文より） 
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 その他 

COデザインカフェ 第 2回「超スマート社会に潜むワナ？」 

○タイトル：超スマート社会に潜むワナ？ 

○カフェマスター：菅原 裕輝（大阪大学 COデザインセンター 特任助教） 

○日時：2017年 6月 12日（月）12:10〜12:50 

○場所：大阪大学豊中キャンパス 全学教育総合棟Ⅰ（3階）341号室 

○主催：大阪大学 CO デザインセンター 

○プログラム提供：副専攻プログラム/高度副プログラム「公共圏における科学技術政策」 

 

 「CO デザインカフェ」の第 2 回は、副専攻プログラム/高度副プロ

グラム「公共圏における科学技術政策」が提供するプログラム。カフ

ェマスターは、菅原裕輝さん（CO デザインセンター 特任助教）でし

た。9 人の学生さんに加えて、CO デザインセンター関係者 7 人が会場

に。 

 さて、今回のカフェは、こんな問いかけから始まりました。「Google

で分からないことを検索するときや、Facebookで友だちと交流すると

き、あるいは Amazonを利用して何かを買うとき、何か違和感を感じた

ことってありますか？」 

「違和感？ あんまり感じたことはないかなあ。」 

「Amazonにオススメされるものはなるべく見ないようにしている。読むものが偏ってしまいそうだか

ら。」 

「ツールにオススメされて、効率よく欲しい情報にたどり着けたらそれでいいのでは？」 

「でも、オススメされるものの外側にもっといいものがあるかもしれないよ？」 

 いろんな意見が出てきましたが、最後は菅原さんが、インターネット活動家で著述家のイーライ・パ

リサーが指摘した「フィルターバブル（filter bubble）」という概念を手がかりにして、新しい情報テ

クノロジーが浸透した社会のベネフィットとその対価をまとめて紹介していました。 
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【共催イベント】COデザインセンター 共創イノベーションセミナーシリーズ 

○タイトル：大学における科学コミュニケーション教育と高度汎用力 

○日時：2017年 11月 20日（月）14:00〜17:00 

○場所：大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進機構総合棟Ⅰサイエンスコモンズ サイエンス・スタジ

オ A 

○主催：大阪大学 CO デザインセンター 

○共催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 2017 年 11月 20日（月）、14時より、大阪大学豊中キャンパス 全学

教育推進機構 サイエンスコモンズ サイエンス・スタジオ A にて、CO

デザインセンター共創イノベーションセミナーシリーズ「大学におけ

る科学コミュニケーション教育と高度汎用力」を開催しました。話題

提供者も含めて、11人が参加し議論を交わしました。 

 本セミナーでは、来日中の Prof Sue Stocklmayerと Prof Mike Gore

の両氏をお迎えしました。お二人は、豪州の大学における科学コミュ

ニケーション教育・研究・実践の中心的拠点である Australian 

National Centre for the Public Awareness of Science（豪州国立大

学）の活動を長くにわたって牽引されてきました。 

 今回のセミナーを通じて、同センターで行われてきた科学コミュニケーションの教育や実践について

の経験を参加者と共有して頂きました。また、主に大学院レベルでの科学コミュニケーション教育プロ

グラムで学んだ学生が、プログラム修了後、社会の様々なセクターで活躍している様子についてのお話

もありました。 

 休憩を挟んで、次は、CO デザインセンターの教員 3 人から、各々が中心的に取り組んでいる高度汎用

力教育プログラムついての紹介がありました。山崎吾郎准教授からは、超域イノベーション博士課程プ

ログラムで取り組んでいる PBL 型授業について。上須道徳特任准教授からは、サステイナビリティ・サ

イエンス教育プログラムについて。渡邉浩崇特任准教授からは、副専攻プログラム・高度副プログラム

「公共圏における科学技術政策」について。それぞれ、教育プログラムの内容や、学内・学外連携の形

態などを含めて、情報共有して頂きました。 

 話題提供の後は、ディスカッションの時間となりました。高度汎用力教育プログラムの在り方やプロ

グラム開発を行う上での課題や解決策について議論しました。教育プログラムに対して大学がどのよう

な単位・修了証・学位を与えるべきかという問いや、学内の教員との連携を進める上での難しさについ

て、また、プログラムに入る学生の動機や、修了後のキャリアパスについて、多様な角度から情報共有・

議論が行われました。 
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5. 拠点間連携プロジェクト（個別政策課題プロジェクト）の実施 

 

 2016 年度から、個別政策課題解決を目指した、拠点間連携プロジェクト（個別政策課題プロジェクト）

を実施しています。本拠点 STiPS は、大阪大学メンバーを中心としたプロジェクトと京都大学メンバー

を中心としたプロジェクト、それぞれを進めてきました。ここでは、それぞれの取り組みをご紹介しま

す。 

 

 

 阪大拠点プロジェクト 

 

プロジェクト名 

新しい科学技術の社会的課題検討のための政策立案支援システムの構築 

Developing a Support System for Addressing the Social Impacts of Emerging STI 

 

プロジェクト実施機関 

代表拠点：大阪大学 

参画拠点：政策研究大学院大学、東京大学、京都大学、九州大学 

 

プロジェクト期間 

2016（H28）年 4月～2019（H31）年 3月 

 

2017年度プロジェクトメンバー 

・平川 秀幸（大阪大学 CO デザインセンター 教授） *研究代表者 

・八木 絵香（大阪大学 CO デザインセンター 准教授） 

・渡邉 浩崇（大阪大学 CO デザインセンター 特任准教授） 

・工藤 充（大阪大学 COデザインセンター 特任助教） 

・水町 衣里（大阪大学 CO デザインセンター 特任助教） 

・菅原 裕輝（大阪大学 CO デザインセンター 特任助教） 

・岸本 充生（大阪大学データビリティフロンティア機構 教授） 

・小山田 耕二（京都大学学術情報メディアセンター 教授） 

・小林 俊哉（九州大学科学技術イノベーション政策教育研究センター 准教授） 

・城山 英明（東京大学公共政策大学院 教授） 

 

プロジェクト概要 

 新しい科学技術の普及は、恩恵とともに様々な問題も社会にもたらします。研究開発の成果が円滑に

社会に受容され、便益が最大化されるためには、対処すべき問題や実現されるべき価値・ニーズなどの

社会的課題を研究開発の早い段階から漸次的に特定・検討し、政策立案や制度設計、研究プログラムの

策定に効果的に反映することが望まれています。そこで本プロジェクトでは、新規科学技術の社会的課
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題が政策立案等で的確に検討・反映されるのを促進する「社会的課題検討のための政策立案支援システ

ム（ツール）」を構築することを目指します。 

 

具体的な内容 

（1）政策立案支援システム設計に資する過去事例の集積・分析 

・過去の科学技術の社会的課題について、課題の特定・抽出および課題の対応に向けた方法論に関す

る国内外事例の先行研究についての文献調査。 

（2）政策立案支援システムに対する現場ニーズの特定 

・現在、研究開発が進行中の新しい科学技術（特に超スマート社会に関連した科学技術）に関する政

策現場および研究現場における社会的課題検討のニーズを探索。 

（3）政策立案支援システムの基本設計の検討（2016年度） 

・超スマート社会に関連した科学技術に関する市民の期待・懸念について、グループインタビューを

通じた探索的な調査（2017年 1月 21 日、1月 22日実施）。 

・政策立案支援システムの基本設計の構築。 

・連携拠点、政策リエゾン、関連省庁の政策担当者、研究者、有識者を対象としたワークショップを

通じた、政策立案支援システムの基本設計案に対する評価及び改善・再設計案の検討（2017年 1月

24日＠SciREXオープンフォーラム・企画セッション）。 

（4）政策立案ワークショップ（WS）の基本設計と施行（2017年度） 

・政策実務者・研究者対象（2017年 7月 14日、7月 28日、9月 8日＠霞が関）。 

・一般市民対象（2018年 1月 27 日＠福岡市科学館）。 

 

 

図 政策立案ワークショップ（WS）の基本設計と施行 
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2017年度の主たる研究成果 

 政策立案ワークショップ（WS）を設計・施行し、政策立案者・研究者・一般市民からの情報・知見・

意見の集約、課題の可視化や共有についての方法論を整理して、政策立案支援システム（ツール）の基

本仕様を作り上げました。とくに、政策立案支援システム（ツール）としては、2016年度に開発した「研

究開発過程に即した課題特定」型のものに加えて、2017年度は「政策オプション比較による課題特定」

型を開発しました。また、政策立案ワークショップ（WS）の実施方法（プログラム構成等）や企画・運

営ノウハウ、さらに主に一般市民向けで使用される「対話ツール」の基本仕様と制作ノウハウ、これら

を蓄積することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 政策実務者向けの政策立案ワークショップの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 一般市民向けの政策立案ワークショップで使用した「対話ツール」 

 

成果に係る発表及び報道 

1）2016 年度の成果を論文にまとめました。 

工藤充，水町衣里，八木絵香（2018）「萌芽的科学技術に関する公共的関与の実践・研究・教育の統合

に向けて：『超スマート社会』を課題とした STiPS大阪大学拠点の取り組み」，『Co* Design』, 3: 35-53． 

2）2017 年度の成果を報告書にまとめました。 

STiPS（2018）『2017 年度 政策立案ワークショップ（宇宙）の記録』． 
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 京大拠点プロジェクト 

 

プロジェクト名 

自治体の持つ学校健診情報の可視化とその利用に向けての基盤構築 

Visualizing the Health Information Held by Local Governments for the Policy Development 

Considering Associated Ethical and Regulatory Issues 

 

プロジェクト実施機関 

代表拠点：京都大学 

参画拠点：政策研究大学院大学、東京大学、大阪大学 

 

プロジェクト期間 

2016（H28）年 4月～2019（H31）年 3月 

 

2017年度プロジェクトメンバー 

・川上 浩司（京都大学大学院医学研究科 教授）*研究代表者 

・森田 朗（政策研究大学院大学 客員教授／SciREXセンターPM,国立社会保障問題研究 前所長／津田塾

大学総合政策学部 教授） 

・平川 秀幸（大阪大学 CO デザインセンター 教授） 

・柴山 創太郎（Lund University, School of Economics and Management Senior Lecturer） 

・吉田 都美（京都大学大学院医学研究科 特定助教） 

・井出 和希（京都大学学際融合教育研究推進センター／京都大学大学院医学研究科 特定助教） 

 

プロジェクト概要 

 ライフコースデータの構築に向けた学校健診情報のデータベース化とそれに伴う倫理的・法的・社会

的課題（Ethical, Legal and Social Implications; ELSI）へのアプローチにより市民・社会との相互

理解を形成し、健康情報の利活用に向けた基盤を構築することを目的としています。 

 学校健診情報の電子化及び収集・活用することのできる基盤が形成され、ライフコースデータの構築

やデータを活用した持続可能な健康・医療政策への第一歩となることが期待されます。小児期の BMIな

どの健康状態は成人期の疾患リスクの予測につながることも報告されており、将来的な疾患の予防を通

して健康水準の向上に寄与するだけでなく、成果は健康・医療政策の立案における重要な基礎資料とし

て活用可能であるという意義があると考えています。 

 

具体的な内容 

（1）ライフコースデータの構築に向けた健康情報のデータベース化 

（2）自治体の持つ学校健診情報の可視化 

（3）市民・社会との相互理解形成のため ELSIへのアプローチ 
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2017年度の主たる研究成果 

（1）ライフコースデータの構築に向けた健康情報のデータベース化 

 2016 年度より引き続き、連携自治体の書面許諾を得て独自開発のソフトを用いたデータベース化を推

進しています。2018年 2月時点で 67 自治体と取組を開始しています（図 1）。データベース化について

は、一次・二次利用に対応できるよう手順を確立し、進めています（図 2）。 

 

 

図 1. 全国の連携自治体（赤点）           図 2.データベース化の手順 

 

（2）自治体の持つ学校健診情報の可視化 

 生徒個人の健康レポート及び自治体向けの集計レポートを作成しました。作成後は、参加自治体の学

校を介して生徒個人に無償で還元し、併せて、自治体担当者を介して集計レポートを還元しました（図 3

及び図 4） 

 

図 3. 個人向け健康レポート    図 4. 自治体向け集計レポート 
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（3）市民・社会との相互理解形成のため ELSIへのアプローチ 

 連携 7自治体（49 中学校）の保護者を対象とした本事業に対する理解や認識の調査を遂行しました。

2747名が回答し、52%の保護者の子供の健康への関心が向上し、情報を連接した解析についても約 84%の

保護者が理解を示していることを確認しました。 

 

図 5. アンケート調査の結果（一部抜粋） 

 

成果に係る発表及び報道 

1）2017年 6月に SciREX クオータリー第 5号にて本プロジェクト紹介及び進捗についてのアウトリーチ

を図りました。 

2）2017 年 11月に本プロジェクトにおける成果「学校健診データの利活用に対する認識と理解：保護者

を対象としたアンケート調査」（1自治体対象の探索的調査）が学術誌『学校保健研究』に掲載されま

した。 

3）2017 年 11月に本プロジェクトにおける成果「学校健診レポートの有用性と情報の利活用に対する理

解：連携 7自治体の保護者を対象としたアンケート調査」を日本学校保健学会 第 64回学術大会（仙

台）にて発表しました。 
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6. 関西ネットワークの発展 
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6. 関西ネットワークの発展 

 

 ナレッジキャピタル超学校シリーズ 

「ナレッジキャピタル超学校」は、大学や企業、研究機関など

の様々な分野の研究者と一般参加者が一緒に考え、対話するプロ

グラムです。2017 年度は、大阪大学 CO デザインセンターとナレ

ッジキャピタルとが共同で開催するナレッジキャピタル超学校

シリーズ「対話で創るこれからの『大学』」全 3回を開催し、STiPS

が共催しました。 

 

 以下、「対話で創るこれからの『大学』」シリーズの案内文です。 

 

大阪大学 COデザインセンターがスタートして、この 7月で 1年になりました。 

 

大学の中だけで閉じずに、社会の中の多様な人々と一緒に「知」の意味をとらえなおしたい。その上で、

人をつなぎ、知識をつなぎながら、何かを創出する人材を育成したい。そんな新しい大学のあり方を探

るべく、昨年よりナレッジキャピタル超学校へ参画してきました。 

 

今回のシリーズでは、"とらえなおす"をテーマに「COデザインセンターの教員×社会の中で新しい価値

を創り出している実践者」の対談を予定しています。 

 

既存の価値を再定義するとは？ 

物事を適切にとらえなおすことができる人材とは？  

そんなことを考える 3回シリーズです。ぜひお越しください。 
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ナレッジキャピタル超学校 対話で創るこれからの「大学」第 1回 

○タイトル：価値をわたしたちのものにする 

〇講師（対談する人）：大西 景子（BOX＆NEEDLE 代表／ラーニングデザイナー）、ほんま なおき（大阪

大学 COデザインセンター 准教授） 

〇コーディネーター（聞き手）：八木 絵香（大阪大学 COデザインセンター 准教授） 

○日時：2017年 8月 2日（水）19:00～20:30 

○場所：カフェラボ（グランフロント大阪北館 ナレッジキャピタル 1階） 

○定員：50人 

○主催：一般社団法人ナレッジキャピタル、株式会社 KMO、大阪大学 COデザインセンター 

〇共催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 ナレッジキャピタル超学校 大阪大学 COデザイン

センター×ナレッジキャピタル：対話で創るこれから

の「大学」、2017年度のシリーズがスタートしました。 

 私たち COデザインセンターとしては、今回のシリ

ーズを Season 3と捉えています。Season1（2016年

度 第 1回〜第 4回）は、分断した「知」をつなぎ、

社会に実装する力「高度汎用力」とは何か、というこ

とをテーマにした対談（鼎談）をお送りしてきました。

Season2（2016 年度 第 5回〜第 8回）は、「高度汎用

力」が社会で展開されている具体例として、社会の中で異なる分野・立場が持つ知恵や経験を「つなぐ」

方法について考えました。今回の Season3（2017年度 第 1回〜第 3回）は、「とらえなおす」がテーマ

です。新しいモノ・コトをつくり出す一歩手前で、いまここにあるものをとらえなおすこと、を様々な

領域の実践者をお招きしつつ考えていきます。 

 2017 年 8月 2日（水）に開催したのは Season 3 第 1回「価値をわたしたちのものにする」。会場は、

グランフロント大阪北館 ナレッジキャピタル 1階にあるカフェラボです。この日は、52人のみなさまに

ご参加いただきました。 

 今回お招きしたのは、貼箱ブランド「BOX＆NEEDLE」の代表で、ラーニングデザイナーとしても活躍さ

れている大西景子さんです。対談のお相手は、哲学者のほんまなおきさん（大阪大学 COデザインセンタ

ー 准教授）。哲学カフェなどの様々な対話の場をつくってきました。ほんまさんは、BOX＆NEEDLEで購入

したピンク色の扇子を持ってきていました。 

 この日の対談は、扇子に貼られた BOX＆NEEDLEオリジナルの友禅和紙についてのお話からスタートし

ました。1時間弱の間に、いろいろな観点のお話が出てきたのでここに短くまとめるのはとても難しいの

ですが、参加者のみなさんが印象的だったと書いてくださった言葉をお借りしながら、その一部をご紹

介してみようと思います。 

 

「モノを媒介してエピソードが、会話が、広がる。」 

 目の前に置かれた箱や紙があれば、「何を入れよう？」「どう生活の中に取り入れよう？」と具体的な

イメージが広がります。目の前にあるものをみて、今感じていることから対話を始めることができます。 
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そんなモノを介した対話が、大西さんが普段されていること。一方、ほんまさんが取り組んでいらっし

ゃる対話の場で「箱」にあたるものは「質問」なのだそうです。例えば、病院の中で行われる患者さん

の会合で行う哲学対話で問いかける質問は、「夏祭りの思い出って何ですか？」。患者さん同士が、「病気

の人」としてではなくて「今まで生きてきた人」として語り合う・聴き合う場づくりをされているそう

です。 

 

「選択するという行為の中にその人の価値観が現れるということが面白いと思った。」 

 大西さんのお店を訪れるお客さんの中には、箱を選ぶために 1時間以上もずーっと考えていらっしゃ

るような方々がいらっしゃるそうです。そうやって購入されたものは「商品」というよりも「生活の一

部」「自分の一部」になっているのでしょうね、そして、選んだものによって、その人の振る舞いが変わ

るということもあるのでしょうね、というお話がありました。 

 

「箱と心、箱と人に共通点があるということ。」 

 対談終盤で、「箱って『中に入っているものが見えない』ということが一番大事で、一番ワクワクする。」

と大西さんがお話しされたのを受けて、ほんまさんが、「それって、人の心も同じかもしれません。見え

るようでみえてない。でも、そっと開かれることもある。」と発言されていました。 

複数の方がこのフレーズをアンケートに記入されていました。 

 

「お二人のベースに流れるものがとても共通していた点」というコメントもありました。暑い夏の夜で

したが、さわやかな風のような対談でした。 
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ナレッジキャピタル超学校 対話で創るこれからの「大学」第 2回 

○タイトル：価値をわたしたちのものにする 

〇講師（対談する人）：中台 澄之（ビジネスアーティスト／株式会社ナカダイ 常務取締役／モノ：ファ

クトリー 代表）、山崎 吾郎（大阪大学 CO デザインセンター 准教授） 

〇コーディネーター（聞き手）：八木 絵香（大阪大学 COデザインセンター 准教授） 

○日時：2017年 8月 30日（水）19:00～20:30 

○場所：カフェラボ（グランフロント大阪北館 ナレッジキャピタル 1階） 

○定員：50人 

○主催：一般社団法人ナレッジキャピタル、株式会社 KMO、大阪大学 COデザインセンター 

〇共催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 ナレッジキャピタル超学校 大阪大学 COデザインセ

ンター×ナレッジキャピタル：対話で創るこれからの

「大学」、2017年度のシリーズ第 2回目を、2017年 8

月 30日（水）に開催しました。この日のテーマは「あ

たりまえを疑って本質に迫る」。なんと 64 人ものみな

さまにご参加いただきました。 

 今回対談をしたのは、中台澄之さん（株式会社ナカ

ダイ 常務取締役、モノ：ファクトリー 代表。ビジネ

スアーティストという肩書きも！）と山崎吾郎さん

（大阪大学 COデザインセンター 准教授）です。 

 2017 年度のナレッジキャピタル超学校シリーズ、全 3回を通して考えてみたいテーマは「とらえなお

す」です。どのような方をお招きしようかと企画を考えていた時に、中台澄之さんのお名前が頭に浮か

びました。それは、廃棄物を「ゴミ」ではなく、「素材」として捉え直して、廃棄物処理業に新しい価値

を持ち込んだ方だからです。 

 対する山崎さんは、文化人類学の研究者です。山崎さん曰く、そもそも人類学者とは「なじみのない

世界にあえて浸ってみることで、あたりまえだと思っている世界観を揺さぶって、考えを豊かにしてい

く」人たち。そして、この人類学的なアプローチを、現在関わっている博士課程の学生を対象にした教

育プログラム「超域イノベーション博士課程プログラム」でも活かしています。 

 お二人それぞれの自己紹介の後は、「既存の価値を見直す」「新しい価値を発見する」「課題を再定義す

る」といったことができる人材を育成するには？ということをテーマにした対談になりました。前回の

開催レポートと同様、参加者のみなさんが印象的だったと書いてくださった言葉をお借りしながら、対

談の一部をご紹介してみます。 

 

 

「やらないリスク」 

 この言葉は多くの人のアンケート用紙に登場していた言葉でした。中台さんのお話の中で出てきたも

のです。中台さんは、「チャレンジをせずに、後で後悔するということだけはしたくない。失敗を恐れて

行動を起こさないことこそ、最大のリスクと考えている」と自らの経験をもとに語りました。山崎さん
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は「研究者も、おもしろいと思う『問い』を見つけたら、取り組まずにはいられない人たち」と応じて

いました。新しい価値を生み出すための一つのキーワードは、この「まずはやってみる」ということに

あるようです。 

 

「事業者と教育者の交わる点、交わらない点」 

 「一見別の立場でありながら、つながることもあれば、考え方が違うこともある、というところを聞

くことができて面白かった」というコメントなどもいただきました。 

 

 自己紹介の時間も含めて 90分で語り尽くすのは、ちょっと難しかったかもしれません。これから先、

今回いただいたご縁を、CO デザインセンターでの教育や研究活動に活かしていきたいと考えています。 
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ナレッジキャピタル超学校 対話で創るこれからの「大学」第 3回 

○タイトル：現場の枠を飛び越える：実践と政策のつなぎ方 

〇講師（対談する人）：小川 勝章（作庭家・植治次期十二代／御庭植治株式会社 代表取締役）、平田 オ

リザ（大阪大学 COデザインセンター 特任教授／劇作家・演出家） 

〇コーディネーター（聞き手）：八木 絵香（大阪大学 COデザインセンター 准教授） 

○日時：2017年 10月 5日（木）19:00～20:30 

○場所：カフェラボ（グランフロント大阪北館 ナレッジキャピタル 1階） 

○定員：50人 

○主催：一般社団法人ナレッジキャピタル、株式会社 KMO、大阪大学 COデザインセンター 

〇共催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 2017 年 10月 5日（木）、グランフロント大阪北館内

のカフェラボにて、ナレッジキャピタル超学校 大阪

大学 COデザインセンター×ナレッジキャピタル：対

話で創るこれからの「大学」、2017年度のシリーズ第

3回を開催しました。今回は、申し込み受付が始まっ

た直後に満席になってしまいました（参加を楽しみに

していたのに申し込めなかったという方、すみませ

ん）。当日は、62人のみなさまにご参加いただきまし

た。 

 今回は、代々「小川治兵衞」の名と志を襲名する家で育った作庭家の小川勝章さんを京都からお招きし

ました。小川さんをお迎えするのは、劇作家・演出家の平田オリザさん。平田さんは、大阪大学 COデザ

インセンターでは、演劇を通じてコミュニケーションデザインのあり方や社会における芸術の役割を考

える授業を担当しています。 

 第 3回のタイトルは、「『視座』を変えてみえる世界」としてみました。今回対談をするのは、作庭家

と劇作家・演出家という全く違った世界で活躍されている方々ですが、どちらも、長い歴史の上に成り

立つ芸術に関わるお二人という意味では少し共通するところがあるのかもしれません。そして、観る側

の視線をどう設計するのかということについて、何か重なるところがあるのかもしれない、そんなこと

を考えながら、当日を迎えました。 

 お二人それぞれの自己紹介の後は、まずは平田さんから小川さんへの質問という形で対談がスタート

しました。「まだ会ったことのない職業の人に会うと、劇作家としては、どうしてもその職業の仕組みや

人間模様が聞きたくなってしまう」という平田さんによって、お庭に向き合う小川さんのお仕事の内容

や人柄が引き出されていきました。 

 参加者のみなさんが記入してくださったアンケート用紙を眺めていると、「平田さんファンなので参加

したけれど、お庭の話もとても面白く興味をもった」という方もいらっしゃれば、「小川さんを尊敬して

いるからきたけれど、演劇とロボットの話や人間が演じるということについての話が印象的だった」と

いう方もいらっしゃいました。みなさんそれぞれがよい時間を過ごされていたのであれば、嬉しいです。 
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 サイエンスカフェ＠千里公民館 

 

サイエンスカフェ＠千里公民館 第 13回 

○タイトル：一歩先の未来をみんなで考える：新しいテクノロジーとの付き合い方 

〇進行：八木 絵香（大阪大学 CO デザインセンター 准教授）、水町 衣里（大阪大学 CO デザインセンタ

ー 特任助教） 

○日時：2017年 9月 5日（木）10:00～11:30 

○場所：千里公民館 第 3講座室（千里文化センター「コラボ」内） 

○定員：20人程度 

○主催：豊中市立千里公民館 

〇共催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 千里公民館では、平成 24（2012）年度以降、様々なテーマのサイエン

スカフェが開催されてきました。今回、第 13回目（9月 5日開催）と第

14回目（10月 3日開催予定）は、STiPSも一緒に開催させていただくこ

とになりました。第 13回と第 14 回の 2回のサイエンスカフェは、共通テ

ーマを設けています。それは「ミライをつくる情報技術」。 

 第 13回「一歩先の未来をみんなで考える：新しいテクノロジーとの付

き合い方」は、参加者のみなさん同士で、いろいろな意見を出していただ

くという回。八木絵香准教授（大阪大学 COデザインセンター）、水町衣里

特任助教（大阪大学 COデザインセンター）が進行役を務めました。参加

者は、千里公民館の近くにお住まいの方など 9人（大阪大学や豊中市の関係者を除く）でした。 

 この日は、ちょっと変わった自己紹介から始めてみました。「サイエンスってどんな色だと思います

か？」この問いに答えてもらいつつ、お名前も伺いました。 

 今回のテーマ、顔認証技術を説明する時に使ったのは、顔認証技術についてストーリー仕立ててで説

明されている絵本形式の資料（*昨年度から STiPSが開発してきた対話のための補助ツールです。他にも

いろんなテーマのものがあります）です。この資料に八木准教授が補足説明を加えつつ、みなさんに問

いかけました。「この技術、どんないいことがあると思う？」「逆に、どんな不安があると思う？」テー

ブルごとに、付箋にメリットとデメリットを書き出し、それを A4の紙にまとめながら、話を深めていき

ました。 

 サイエンスカフェ終了後、参加者のみなさんからは、こんな感想が寄

せられました。「『テーマに対して各個人が考える』という形式が良かっ

たと思います。」「モノゴトをいろんな視点でみられるということ、柔軟

な考えが必要であるということが印象に残った。」 
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か？」この問いに答えてもらいつつ、お名前も伺いました。 
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明されている絵本形式の資料（*昨年度から STiPSが開発してきた対話のための補助ツールです。他にも

いろんなテーマのものがあります）です。この資料に八木准教授が補足説明を加えつつ、みなさんに問

いかけました。「この技術、どんないいことがあると思う？」「逆に、どんな不安があると思う？」テー
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 サイエンスカフェ終了後、参加者のみなさんからは、こんな感想が寄
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な考えが必要であるということが印象に残った。」 
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サイエンスカフェ＠千里公民館 第 14回 

○タイトル：新しいテクノロジーのルールをつくる：安全と安心はどう確保されているのか 

〇講師：岸本 充生（大阪大学データビリティフロンティア機構 教授） 

〇進行：八木 絵香（大阪大学 CO デザインセンター 准教授） 

○日時：2017年 10月 3日（火）10:00～11:30 

○場所：千里公民館 第 3講座室（千里文化センター「コラボ」内） 

○定員：20人程度 

○主催：豊中市立千里公民館 

〇共催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 第 14回「新しいテクノロジーのルールをつくる：安全と安心はどう確

保されているのか」は、前回みなさんが出してくださった意見なども踏ま

えつつ、岸本充生教授（大阪大学データビリティフロンティア機構）がお

話をしました。参加者は、千里公民館の近くにお住まいの方など 11人（大

阪大学や豊中市の関係者を除く）でした。 

 そもそも、私たちが日々使っているモノやサービスもそれが初めて世に

出た時には、どれも「新しいテクノロジー」でした。シャープペンシルだ

って、腕時計だって、ATMだって。そして、どのモノやサービスも、既存

の社会のルールとはうまく合わない部分があったはず。そんな昔の新技術

について思いを馳せるところからスタートしました。例えば、電子レンジ。電子レンジが出始めた頃の

新聞の見出しには「殺人光線の平和利用」などと書かれていたりしたそうです。また、取っ手をつかん

で感電死する事故がおきて販売中止になったこともあったようです。他には、エレベーターも。エレベ

ーターが導入された始めた頃は、エレベーターを操作できる人は資格をもった限られた人（エレベータ

ーガールという職業があったりしました）だけ。自動運転が始まった時には、操作盤の前でどうしてよ

いか分からなくなる人が続出し、「利用上の心得」という新聞記事が掲載されたほか、様々な予期せぬ“事

件”が起こったそうです。 

 参加者のみなさんには、「これまで生きてきた中で出会った『新しいテクノロジー』には、どんなもの

がありました？」という問いを一緒に考えていただきました。思いつく限り付箋に書き出して、壁に貼

っていきます。これから出てくる「新しいテクノロジー」との上手な付き合い方を考える上でも、これ

まで社会が経験したことを整理することは大切そうです。 

 サイエンスカフェ終了後、アンケートにはこんな言葉が書かれていま

した。 

「画一的なルール化を試みる際には、多くの市民間、そして多面的な専

門分野の人々を巻き込んでの議論が必要と思いました。」→そうですね。

顔認証技術をどこまで使ってもいいと思うか（プライバシーにどこまで

踏み込んでいいのか、一度の間違いをどこまで許容するのか、など）と

いう議論も、今回のサイエンスカフェで話題になりました。 
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サイエンスカフェ＠千里公民館 第 15回 

○タイトル：本当に効く？ サプリメント：あなたに効いたら、わたしにも効く？ 

〇講師：大野 智（大阪大学大学院医学系研究科 准教授） 

〇進行：八木 絵香（大阪大学 CO デザインセンター 准教授） 

○日時：2017年 12月 12日（火）10:00～12:00 

○場所：千里公民館 第 1講座室（千里文化センター「コラボ」内） 

○定員：50人程度 

○主催：豊中市立千里公民館 

〇共催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 2017 年 12月 12日（火）、千里公民館において、サイエンスカフェ「本

当に効く？ サプリメント：あなたに効いたら、わたしにも効く？」を開

催しました。第 13回、第 14回に引き続き、今回の第 15回サイエンスカ

フェも、千里公民館と STiPS が共同で開催しました。今回は、大野智准教

授（大阪大学大学院医学系研究科）をゲストとしてお招きし、「本当に効

く？ サプリメント：あなたに効いたら、わたしにも効く？」というタイ

トルでの開催でした。参加者は、54人（大阪大学や豊中市の関係者を除

く）で、千里公民館の近くにお住まいの方だけではなく、豊中市外から足

を運んでくださった方もいました。 

 前半は大野先生によるミニレクチャーでした。治療法やサプリメントなどの有効性を示すためには、

「“科学的根拠”が必要」といわれるものの、そもそも、ここでいう“科学”って何？というお話から始

まり、科学的根拠に基づいた医療とはどういうものなのかを分かりやすい例え話で説明していただきま

した。 

 後半は、大野先生のお話を受けて、参加者のみなさん同士でいろいろ考えてみる時間。八木絵香准教

授（大阪大学 COデザインセンター）が進行役を務めました。大野先生のお話の最後に会場に投げかけら

れた質問「みなさんは、サプリメントを使う、もしくは、使っていますか？ それとも、使わないですか？」

への回答を同じテーブルに座った人同士で共有するところから、グループ内での会話を始めてみました。 

 参加者同士で話すうちに、大野先生に聞きたい質問がいろいろ出てきました。「ずっと疑問だったのだ

けれど、薬とサプリの区分けって何でしょう？」、「サプリメントにはまっている妻をどう説得したらい

いのでしょう？」、「医薬品やサプリメントに関する知識がないと、どうしても知識がある人の判断が知

りたくなってしまうんですけど・・・」。 

 最後は、その質問を会場全体で共有し、それぞれ大野先生に答えてい

ただきました。 

 サイエンスカフェ終了後、参加者のみなさんからは、こんな感想が寄

せられました。「人間の認識はバイアスがかかりやすい、ということを

痛感しました。」、「「100%効くものも逆に効かないものもない」というの

は大変腑におちました。自身の判断に責任をもとうと思いました。」 

「講師の説明時間と会場からの議論が半々で、学ぶことが多かった。」 
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○日時：2017年 12月 12日（火）10:00～12:00 

○場所：千里公民館 第 1講座室（千里文化センター「コラボ」内） 

○定員：50人程度 

○主催：豊中市立千里公民館 

〇共催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） 

 

 2017年 12月 12日（火）、千里公民館において、サイエンスカフェ「本

当に効く？ サプリメント：あなたに効いたら、わたしにも効く？」を開
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く？ サプリメント：あなたに効いたら、わたしにも効く？」というタイ
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いのでしょう？」、「医薬品やサプリメントに関する知識がないと、どうしても知識がある人の判断が知

りたくなってしまうんですけど・・・」。 

 最後は、その質問を会場全体で共有し、それぞれ大野先生に答えてい

ただきました。 

 サイエンスカフェ終了後、参加者のみなさんからは、こんな感想が寄

せられました。「人間の認識はバイアスがかかりやすい、ということを

痛感しました。」、「「100%効くものも逆に効かないものもない」というの

は大変腑におちました。自身の判断に責任をもとうと思いました。」 

「講師の説明時間と会場からの議論が半々で、学ぶことが多かった。」 
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7． 国際連携の推進 

 

 国際連携 

 今後より一層教育研究プログラムの内容を拡充させていくためには、科学技術政策研究領域に関する

国際的な動向を調査し、さらに海外拠点との連携を強化し、その成果を本拠点独自の教育プログラムに

反映させていくことが不可欠です。2017 年度には、以下の活動を行うことができました。 

 

Ⅰ）「責任ある研究・イノベーション（Responsible Research and Innovation; RRI）」に関する国際的

ネットワーク機関（VIRI）への加盟について 

 近年の欧州連合（EU）の科学技術イノベーション政策の柱の一つである「責任ある研究・イノベーシ

ョン（RRI）」に代表されるように、先進諸国では、科学技術の発展が社会に適切に埋め込まれるために

必要な多様なアクターの相互作用のあり方に関する研究の進展が重視されています。こうした問題意識

のもと、米国アリゾナ州立大学が「責任ある研究・イノベーション（RRI）」に国際ネットワーク「Virtual 

Institute of Responsible Innovation（VIRI）」を構築しました。2014年 6月、本拠点 STiPSは、審査

の上、同国際ネットワーク VIRI に正式に加盟が認められました。2018年 3月現在、欧州、アジア、南米、

中東などの世界各地から 23拠点が VIRIに加盟していますが、日本からは本拠点 STiPSのみが加盟して

います（https://cns.asu.edu/viri/partners）。 

 

Ⅱ）InSPIRESプロジェクト アドバイザリーボードへ参加 

 欧州連合（EU）のイノベーション推進施策である Horizon2020の下で行われている公共的関与のプロ

ジェクト「Ingenious Science shops to promote Participatory Innovation, Research and Equity in 

Science; InSPIRES」にアドバイザリーボードの一員として参加しています。 

 

Ⅲ）ミシガン大学との情報共有・意見交換 

 STiPSと関連の深い欧米の大学院プログラム、ミシガン大学の Science, Technology, and Public Policy 

(STPP) Graduate Certificate Program、及び Institute for Healthcare Policy and Innovation Clinician 

Scholars Programに、カール・ベッカー（京都大学 特任教授）が訪問し、それぞれのディレクターや院

生指導者と面談して、科学的研究が政策に及ぼす影響について話し合いました。そして、今後の継続的

な情報共有・意見交換を行っていくことについて合意しました。 

 

 

 海外調査及び発表等 

 2017 年度、公共的関与に関わる基盤的研究の発展に向け、海外調査及び発表を行いました。具体的な

活動は以下のとおりです。 

 

2017年 4月 27日 

 カール・ベッカー（京都大学 特任教授）は、京都宝ヶ池国際会議場で行われた国際会議「32nd 

International Conference of Alzheimer's Disease International」にて、“Palliative Care as a Human 
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Right for People Living with Dementia（緩和医療は認知症患者の人権である）”と題した発表を行い、

また、当会の座長を務めました。 

 

2017年 6月 25日〜7月 1日  

 工藤充（大阪大学 特任助教）が、オーストラリア・ウロンゴン大学（University of Wollongong）で

行われた Japanese Studies Association of Australiaの年次大会に参加し、「Science communication 

glocalised」と題した口頭発表を行い、加えて、年次大会のトピックである「Debating Democracy in Japan」

に関する情報収集や意見交換を行いました。 

 

2017年 9月 24日～28日 

 平川秀幸（大阪大学 教授）が、イタリア・ローマで開催された国際会議「International Conference 

on Responsible Research and Innovation in Science, Innovation and Society 2017; RRI-SIS 2017」

に参加し、意見交換を行いました。 

 

2017年 10月 8日 

 カール・ベッカー（京都大学 特任教授）は、秋田県で開催された第 41回日本死の臨床研究会年次大

会の国際企画として、「日本人の時間感に見える死のケア」と題した発表を行いました。 

 

2017年 12月 4日〜7日 

 カール・ベッカー（京都大学 特任教授）は、香港大学社会科学学院にて、医療におけるバーンアウト

や、コスト・パーフォーマンスに関する講義を 4日間にわたって行いました。 

 

2018年 2月 13日〜3月 3日 

 工藤充（大阪大学 特任助教）が、オーストラリア・メルボルン大学（The University of Melbourne）

で行われた学術研究大会「A Crisis of Expertise?」に参加し、政策形成への科学的助言に関する情報

収集・意見交換を行いました。また、オーストラリア国立大学（The Australian National University）

では「Promoting responsible innovation through public engagement within an evidence-based 

policymaking initiative in Japan」と題した研究セミナーを開催し、公共的関与についての意見交換

を行いました。加えて、同大学やキャンベラ大学（University of Canberra）、オーストラリア政府など

で公共的関与を行う実践者・研究者と面談し、公共的関与についての情報収集・意見交換を行いました。 

 

2018年 2月 16日〜22日 

 渡邉浩崇（大阪大学 特任准教授）が、宇宙政策や科学技術政策に関する教育・研究の打合せ及び資料・

情報収集を目的として、欧州を訪問しました。パリではフランス宇宙機関（CNES）、国際連合教育科学文

化機関（UNESC）本部、宇宙航空研究開発機構（JAXA）パリ駐在員事務所、ウィーンでは国連宇宙部（UNOOSA）、

欧州宇宙政策研究所（ESPI）を訪問して、フランスや欧州諸国の宇宙政策や科学技術政策の現状、今後

の教育・研究における協力可能性等について意見交換を行うとともに、資料・情報収集を行いました。 
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2018年 2月 26日〜3月 7日 

 渡邉浩崇（大阪大学 特任准教授）が、宇宙政策や科学技術政策に関する資料・情報収集及び教育・研

究の打合せを目的として、米国を訪問しました。ロサンゼルスではレーガン大統領図書館とカリフォル

ニア・サイエンス・センター、ボストンではケネディ大統領図書館、ニューヨークではイントレピッド

海上航空宇宙博物館を訪問して資料・情報収集を行いました。また、ワシントン DCではジョージ・ワシ

ントン大学国際科学技術政策センター・宇宙政策研究所を訪問して、米国の宇宙政策や科学技術政策の

現状、今後の教育・研究における協力可能性等について意見交換を行いました。 

 

2018年 3月 6日〜11 日 

 平川秀幸（大阪大学 教授）、岸本充生（大阪大学 教授）、工藤充（大阪大学 特任助教）などが、イギ

リス・ロンドン大学（University College London）を訪問し、自動運転の ELSIに関する国際共同研究

に向けた意見交換を行いました。また、同大学が主催するワークショップ「Science, technology & public 

value: Beyond responsible innovation?」にも参加し、2日間の討論を通じて責任あるイノベーション

に向けた取り組みについての情報収集や意見交換を行いました。 

 

2018年 3月 11日〜14日 

 平川秀幸（大阪大学 教授）がフランス・パリのパリ政治学院（Sciences Po）Medialabおよび放射線

防護・原子力安全研究所（IRSN）と、Medialabでの科学技術論争の教育ツール、ならびに日本の福島第

一原発事故後のリスクコミュニケーションに関する情報収集と意見交換を行いました。さらに OECD科学

技術イノベーション局の研究者と萌芽的科学技術（とくにナノ・バイオの converging technologies）の

ガバナンスについて意見交換を行いました。  
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8．STiPS参画教員による活動リスト（研究業績等） 

 

 2017 年度の STiPS参画教員による活動リストを掲載します。なお、リストアップの方針が大阪大学と

京都大学では異なりますので、それぞれの方針を一読した上でご覧ください。 

 

 

 大阪大学 

 大阪大学の活動リストは、企画運営会議（本冊子 30ページ参照）構成員の活動について掲載していま

す。 
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8．STiPS参画教員による活動リスト（研究業績等） 

 

 2017年度の STiPS参画教員による活動リストを掲載します。なお、リストアップの方針が大阪大学と

京都大学では異なりますので、それぞれの方針を一読した上でご覧ください。 

 

 

 大阪大学 

 大阪大学の活動リストは、企画運営会議（本冊子 30ページ参照）構成員の活動について掲載していま

す。 
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 京都大学 

京都大学の活動リストは、参画教員の活動について掲載いたしました。 
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